
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

設 計 図

南 ア ル プ ス 市



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．
図面リスト

A- 00

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

S=1:20トイレ棟：鉄骨詳細図

S=1:20・100トイレ棟：梁伏図・軸組図・部材リスト

車庫（倉庫）：基礎伏図・基礎詳細図 S=1:20・50

車庫（倉庫）：平面図・立面図・断面詳細図 S=1:30・100

S=1:20管理棟：鉄骨詳細図

S=1:100管理棟：軸組図

S=1:20・100管理棟：梁伏図・部材リスト

S=1:20・100トイレ棟：基礎伏図・基礎断面図

S=1:20トイレ棟：矩計図

トイレ棟：仕上表・平面図・立面図・断面図・建具表 S=1:100

S=1:25・100

NO SCALE

S=1:20・100管理棟：基礎伏図・基礎断面図

管理棟：矩計図・建具表

S=1:100管理棟：仕上表・平面図・立面図・断面図

S=1:500公図写し

S=1:500現況図

S=1:500配置図

S=1:500敷地面積求積図

付近見取り図・面積表

NO SCALE

NO SCALE

NO SCALE

NO SCALE NO SCALE

特記仕様書-4

特記仕様書-3

特記仕様書-2

特記仕様書-1

電灯コンセント設備　車庫（倉庫）：平面図

電灯コンセント設備　トイレ棟：平面図

電灯コンセント設備　管理棟：平面図

NO SCALE照明器具姿図

NO SCALE分電盤結線図

電気設備特記仕様書

E - 06

E - 05

E - 04

E - 03

S=1:100

S=1:100

S=1:100

電　気　設　備　工　事

E - 02

E - 01

図面リストA - 00

図　面　名　称図面番号 縮　尺

A - 22

A - 21

A - 20

A - 19

A - 18

A - 17

A - 16

A - 15

A - 14

A - 13

A - 12

A - 11

A - 10

A - 09

A - 08

A - 07

A - 06

A - 05

A - 04

図　面　名　称図面番号 縮　尺

A - 03

A - 02

A - 01

建　築　主　体　工　事

甲 西 市 民 総 合 グ ラ ウ ン ド 管 理 棟 他 改 築 工 事

図　面　リ　ス　ト

NO SCALEグラウンド既設施設 資料（移設建物）

A - 23

A - 24

A - 25

物置4・5：平面図・立面図 S=1:30

物置4・5：基礎伏図・基礎詳細図 S=1:20・30 S=1:20トイレ棟　浄化槽設備平面図

S=1:50トイレ棟　機械設備平面図

NO SCALEトイレ棟　器具表　機器表

S=1:400トイレ棟　衛生設備配置図

S=1:50管理棟　換気設備平面図

S=1:20管理棟　浄化槽設備平面図

S=1:50管理棟　衛生設備平面図

NO SCALE

NO SCALE

管理棟　器具表　機器表

S=1:400管理棟　衛生設備配置図

機械設備特記仕様書

M - 10

M - 09

M - 08

M - 07

M - 06

M - 05

M - 04

M - 03

M - 02

M - 01

機　械　設　備　工　事

図　面　名　称図面番号 縮　尺



（3）別途発注土木工事と工程管理等について十分に打合せを行い、関連部の調整をはかり現場運営にあたること。

設計基準強度　※18Ｎ/mm2

　状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧50Ｎ/mm2以上かつ、2.5分/㎡以上とし、

・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0kg/ｍ3以下）

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ/mm2）

　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ/mm2以上

仮設工事

　MCR工法を行う場合は、せき板面にMCR工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面凹凸

杭長（ｍ）及び種別

地
業
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

6

鉄
筋
工
事

5

仮
設
工
事

土
工
事

3

4

2

※「3．工事種目」全てを工事範囲とする。

　　工事範囲

仕 様 書

測定箇所数　　・図示　　　・１２箇所

測定対象室　　・図示　　　・全居室

表5.3.6 の値に加える寸法（mm）

※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類

（5.6.5）

（4.5.5）

（4.3.1～3）

（6.14.1）

（6.3.1）

（4.5.6）

（4.5.5）

（4.5.4）

（4.5.4）（表4.5.1）

（4.3.4～5）

（4.3.8）

　　標仕19章内装工事9断熱材による。

（6.3.1）（6.13.2）（表6.3.1）

（6.2.4）

（6.2.1）（6.4.1～2）（表6.2.1）

（6.2.2）

（別4.4）（別表4.3～4）

（4.6.5）

５物質について測定し、厚生労働省で定める指針値以下の濃度であることを確認し、測定結果報告書

・ 27

混和材　　仕様箇所　　屋外タタキ部分を除く全体：コンクリート躯体防水剤

施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

18cm

・備品（必要備品は適宜設置）

・設けない

・利用できる（　※有償　・無償　）　※利用できない

構内既存の施設工事用水2

・利用できる（　※有償　・無償　）　※利用できない

構内既存の施設工事用電力3

・構外搬出適切処理　　　・構内指示の場所にたい積　　　・構内指示の場所に敷き均し

※現場説明書による建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

2

1

Ｇ　　　・建設汚泥から再生した処理土

種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

（3.2.5）

（3.2.3）（表3.2.1）

地業

既製コンクリート杭1

　※高強度プレストレストコンクリート杭

種類

杭径（mm） 備考セット数継手数

試験杭

本　杭

（4.3.6）

杭頭の処理　　※切断しない　　　・　

　　　　　杭周固定液　　・使用する

　　　　　H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　・特定埋込み杭工法

施工法

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号

※設ける

10

3

17

15

外部（７）内部（各室４）

・カラー

着工前の測定　　　・行う

12

11

の杭頭補強

既製コンクリート杭

厚さ
鉄筋の最小かぶり

場所打ち

床下防湿層

砂利地業

コンクリート杭地業

4

2

断熱材兼用型枠9

表面の処理

コンクリート躯体

無筋コンクリート

混和材料

骨材の種類

セメントの種類

スランプ

コンクリートの類別

レディーミクスト

圧接完了後の試験

機械吊上げ用フック

梁貫通孔の補強形式

壁開口部の補強

帯筋

最上階柱頭補強

鉄筋の継手

8

7

6

5

4

3

2

9

8

7

6

5

4

3

2

Ｇ※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

セメントの種類　6章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

（4.6.3）

コンクリートの増打ち厚さ　　※20mm　　

適用及び適用個所について

※施工範囲は図示による。

躯体軸部：高性能AE減水材

28ｄ

7ｄ

402Ｊ/ｇ以下

352Ｊ/ｇ以下

Ｇ

施工箇所

施工箇所

呼び名（mm）種類の記号

水和熱

　る。

　施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承諾を受け

※10　　・　

※D19以上　・　

※D16以下　・　

・SD345

・SD295A

※Ａ

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

アルカリシリカ反応による区分

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

※超音波探傷試験　　　・引張試験

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

耐震壁　　※図示

一般壁　　・Ａ形　　　※Ｂ形　　　・図示

※Ｈ形（□は除く）　　　

※行う　　　・行わない

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

最小かぶり厚さは目地底から算定する。

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　

（別7.1）（別表7.1～3）

（別2.2）

（別2.1）

（5.3.5）

（5.3.4）

（5.2.1）（表5.2.1）

監督職員事務所1 （2.3.1）

16

工事写真

設計ＧＬ

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

13 完成図等

　※完成図　　　　　　提出部数　　※各2部　　・　　部（A3版第2原図及び電子媒体（CD-R））

※作成する　　　・作成しない

　※施工計画書　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※施工図　　　　　　提出部数　　※1部　　　・　　部

　※保全に関する資料　提出部数　　※1部　　　・　　部

（1.7.1～3）（表1.7.1）

14 完成写真

・カラー半切木製パネル

原板の大きさ（mm）提出部数撮影箇所数分類・規格

　　　　324×400（mm）

※300dpi以上

※200万画素以上

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

撮影業者 ※監督職員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする）

・電子データ

外部（　　）内部（　　） ※ 2 　

外部（　　）内部（　　） ※ 2 　

　　　　※キャビネ版 ※100×125以上※2　・6

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

化学物質の濃度測定

)30.08 ppm（   100μg／m

)30.07 ppm（   260μg／m

)30.05 ppm（   220μg／m

)30.20 ppm（   870μg／m

)30.88 ppm（ 3,800μg／m

スチレン

エチルベンゼン

トルエン

ホルムアルデヒド

キシレン

厚生労働省の指針値（25℃の場合）測定対象科学物質

講じた後、再度測定を行う。）

を監督員に提出すること。（測定結果が指針値を超えた場合は、発生源を特定し、換気などの措置を

測定結果の報告

測定はパッシブ型採取機器により行う。

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの

（1.5.9）

　　貸与するCADデータを当該工事における施工図面又は完成図の作図のため以外に使用してはならない。

・設計図CADデータの著作権は以下の者にある

・設計図CADデータ貸与する。

１）　受注者は電子媒体の内容の原本性を照明するために、電子媒体に署名又は捺印の上、提出する。

代えることができる

２）　共通仕様書に基づく各書面に対する署名又は捺印は、 上記１） の措置を持って

電子納品の導入にあたっては、従来の署名または捺印に代わる措置として、

電子署名の導入が求められるが、電子署名の導入は現時点では困難であるため、

・書面による署名及び捺印の取り扱い（電子成果物の原本性保証に関する処置）

電子納品

・適用基準は以下の通りとする。　（作成・納品の基準、納品する資料の範囲等）

・工事関係図書を電子納品すること

・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

　　建築工事仕様

　　工事概要

延べ床面積

建築面積

下水の放流形式

消防法上の有窓階・無窓階

最高の軒高さ

最高の高さ

構造・階数

棟数

工事の種類

建物の主要用途

容積率

建坪率

用途地域

敷地面積

道路

その他の地域地区

防火指定

都市計画区域

1．共通仕様

押出成形セメント板工事

タイル工事

コンクリートブロック・ALCパネル

屋根及びとい工事

カーテンウォール工事

ユニット及びその他の工事

土工事

地業工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

木工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

　ただし、他の工事種目は全て今回工事範囲とする。

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

敷地所在地

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事　設計図 令和　5 年 3 月

（1）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（建築

（2）工事関係提出書類等については「請負工事 事務処理要領書」（南アルプス市教育委員会 教育総務課）を熟読し

　　 遺漏の無いように提出すること。（以下の内容にはこの資料と重複する項目があるが特に留意すべき事項として

　　 記載されている。）

　　 工事編）（令和 4年版）」（以下、「標仕」という。）による。また、改修工事に関しては国土交通省大臣官房

　　 官庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書（令和 4年版）による。

南アルプス市教育委員会 生涯学習課

現況ＧＬを設計ＧＬとする　　※ 図示

・南アルプス市教育委員会 教育総務課「請負工事 事務処理要領書（最新版）」による。

　・南アルプス市教育委員会 教育総務課「請負工事 事務処理要領書（最新版）」による。

　・南アルプス市教育委員会 教育総務課「請負工事 事務処理要領書（最新版）」による。

鉄筋の種類1

構造図参照

設計基準強度

普通コンクリートの1

※

構造図参照※

※ 21

工事種目

　（3）安定的な供給が可能であること

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

※現場説明書による　・構外搬出適切処理

項　　目

一
般
共
通
事
項

1

章

適用基準等

・工事写真の撮り方（改訂第３版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

　施工に支障がないよう適切な措置を講ずる。

・施工計画の内容を変更する必要が生じた場合は、監督職員に報告するとともに、

　監督職員に提出する。

・工事の着手に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた施工計画書を作成し、

令和　　年

施工条件

施工計画書

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　最新版）

建材を用いることとし、該当する材料が無い場合は監督職員の承諾を受けＦ☆☆☆のものを採用する

工事着手については監督職員と協議し着手する。

・塗膜防水工事作業　　　　　・シーリング防水工事作業

・型枠施工

技能士10

特別な材料の工法9

建築材料等

化学物質を放散する

建築材料等

発生材の処理等

8

7

6

電気保安技術者

工事実績情報の登録

1

5

4

3

2

技能検定の職種適用工事種別

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工

・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・建築板金（内外装板金作業）

ブロック・ALCパネル工事

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

カーテンウォール工事

・とび

・左官

・タイル張り

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・建築大工

・石材施工（石張り施工）

・ブロック建築　・ALCパネル施工

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

木工事

左官工事

金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

・塗装（建築塗装作業）

・造園

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

塗装工事

内装工事

植栽工事

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

　建築材料等について、規制の対象となる範囲は下地、仕上げ材共にＦ☆☆☆☆または規制対象外の

を含む）を使用すること。

建築材料の使用制限

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

を満たすものとする。

ＪＩＳ及びＪＡＳマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項

の限りではない。

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

３ ４月１２ ２１１１１０９８７６５４３月

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

※適用する

特　　記　　事　　項

鉄筋工事

（1.3.11）

（1.3.5）

（1.5.2）

（1.3.3）

（1.2.2）

（1.1.4）

（6）Ｇ 印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

2．特記仕様

（2）特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

 　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　 ・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（4）本工事は、週休2日適用工事として、4週8休以上の現場閉所を見込んでいる。

　　 取扱いについては、令和6年４月1日から適用する「南アルプス市週休2日工事実施要領」による。

山梨県南アルプス市宮沢 地内

区域区分未設定都市計画区域

指定なし

該当なし

市道 荊沢 42号線、大師 7・8・12号線

20,949.28 ㎡

工業専用地域

1.35 ％

1.35 ％

市民総合グラウンド 管理棟・屋外トイレ

新設・既存移設

本工事：3棟　土木工事（別途工事）：9棟　計 12棟

　図　示

　図　示

　図　示

　図　示

　図　示

有窓階

小型合併処理浄化槽（道路側溝へ放流）

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

工事範囲全て

・既存建物 移設工事

・管理棟新設工事

・トイレ棟新設工事

・車庫（倉庫）新設工事

・物置 新設工事

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
NO SCALE

A- 01
特記仕様書-1



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
NO SCALE

7

鉄
骨
工
事

1

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

0.60以上

屋外階段

磁器

200×100

天然石張り

アスファルト防水

防
水
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

8

木
工
事

左
官
工
事

モルタル塗り材料

施工管理技術者

押出成形セメント板

2

補強コンクリート鉄骨の製作工場

　※規制対象外　　・第三種

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

平たん状

砂壁状・軽量骨材仕上塗材

・こて塗用軽量塗材

・吹付用軽量塗材

防火材料の指定

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

・防水形複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材Ｅ 　　　　・メタリック

　外観　※つやあり　・つやなし・防水形複層塗材ＣＥ

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

・砂壁状じゅらく　　・ゆず肌状

・砂壁状じゅらく　　・ゆず肌状

・砂壁状　　・着色骨材砂壁状

・凹凸上　　・ゆず肌状

・凹凸上　　・ゆず肌状

・砂壁状　　・ゆず肌状

・砂壁状　　・ゆず肌状

（表6.2.5）（15.4.2）下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による

表示値±1.0以内

　ＢＢ－１種

・ＢＢ－２種

※ＢＡー１又は

・ＢＢ－２種（　　）

・ＢＢ－１種

（14.2.2）（表14.2.2）

・ＢＢ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.1）（表14.2.1）

・ＢＢ－１種（無着色）

5

仕上げ

ステンレスの表面

・No.２Ｂ程度

下記以外の見え掛かり全て

・鏡面仕上げ

※ＨＬ程度

種　　類 施工箇所

4

3

2

1

鉄鋼の亜鉛めっき

笠木

アルミニウム製

金属成形板張り

の表面処理

アルミニウム合金

アルミニウム及び

施工箇所種　　別

2.0以上

1.8以上

1.6以上

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

※アルミニウム製・スパンドレル形 ・押出し

・ロール

※プレス・パネル形

物は本体製造所の仕様による。

定めたもの

隔は品質計画で

固定方法及び間 隅角部及び突当たり部等の役

・350形

・250形

・300形

・100形 　（　　　　）

電気亜鉛めっき

・Ｆ種

・Ｅ種

・Ｄ種

・Ｃ種

・Ｂ種溶融亜鉛めっき

・Ａ種

種　類 呼称肉厚（mm） 表面処理 固定間隔 備　　考

表面処理形　　状 材　種製　法 厚さ（mm）寸法（mm）

施工箇所種　別表面処理方法

（14.6.2）（表14.2.1）

（14.7.2）（表14.2.1）（表14.7.1）

（13.5.3）鋼管製といの防露　※標仕表13.5.4による　　　

　防腐・防蟻処理の種類、品質

　防虫処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

　防腐・防蟻処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

（11.1.4）

　下地モルタル塗り　※標仕15.3.5［工法］（4）（イ）（a）

　　躯体表面の処理方法　ＭＣＲ工法（６章８節［型枠］）又は目荒し工法（15.3.4［下地処理］（4））

（11.3.5）（表11.3.2）

（11.3.3）

既製調合モルタル（仕上げ表の仕様により合成樹脂を添加する）　　　　　　　　　　　　　 （11.2.3）

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）　　 （11.1.4）

（11.2.2）

　・外壁湿式工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・流し筋工法　・あと施工アンカー工法）

・Ｃ－ＳＵＰ

・Ｃ－ＳＵⅠ

※　　 ・　・Ｓ－Ｃ１

・ＳⅠ－Ｍ２

・ＳⅠ－Ｍ１

・ＳⅠ－Ｆ２

・ＳⅠ－Ｆ１

※2.0　・1.5 ・カラー ・軽歩行

※1.2　・1.5　

※1.5　・　

※1.5　・　

※非歩行・シルバー

・D-1 ・D-2

・BⅠ-1 ・BⅠ-2 

・B-1 ・B-2 

・間仕切壁パネル

・Ｆ種

・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ａ種　・Ｂ種

最低板厚1.6mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

　　312-1999による。

１）ＮＥＸＣＯ試験方法「無収縮モルタル品質管理試験方法」

特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもので、

ランドセメントとする。

JIS R 5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポルト

ルミネート等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系膨張材（酸化カルシウム及びカルシウム・サルフォ・ア

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種）

・耐火塗料

（7.12.4）（表14.2.2）

最低板厚3.2mm以上、6.0mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚6.0mm以上の形鋼、鋼板

溶融亜鉛めっき工法

柱底均しモルタル工法

アンカーボルトの保持

及び埋込み工法

11

10

9

適用部位

無収縮モルタルの品質及び試験方法

普通ボルト、アンカーボルト

材　　料亜鉛めっきの種別

C種

B種

A種

圧縮強度

凝結時間

ブリージング

コンシステンシー

試験方法

付着強度

塩化物量

無収縮性

混和材

セメント

砂

配合比

素地ごしらえは、JIS H 9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

　無収縮モルタル

※Ａ種　　　・Ｂ種

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　 　　　　　）

２）塩化物量は、JIS A 5308「レディミクストコンクリート」

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

0.30kg/ｍ 以下

材齢28日 　 3.0Ｎ/mm 以上

材齢28日 　45.0Ｎ/mm 以上

材齢3日　　25.0Ｎ/mm 以上

３

２

２

２

（セメント＋混和材）：砂＝1：1

（各重量比）

Ｊロートによる流下時間

　　イオン濃度試験方法」による。

練混ぜ完了から3分以内の値は 　8±2秒

終結時間　　10時間以内

凝結開始時間　　1時間以上

材齢7日　　収縮しないこと

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.9.2～8）

※標仕7.6.12（1）（イ）による

・県産材指定箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特記による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（12.2.1）

（12.2.1）

（15.6.2）（表15.6.1）

（15.3.2）

（15.3.2）（表15.3.2）

（9.7.2）（表9.7.1）

（7.6.12）（表7.6.2）

（7.6.12）

（9.4.2～3）（表9.4.1～3）

・AS-T1 ・AS-T2

・AS-T3 ・AS-T4 ・AS-J1
1.00以上

（12.6.1）（表12.6.1）

（12.3.2）

（12.3.1）

（12.2.2）

（10.6.2～3）

石
工
事

テラゾ張り2

表面仕上げ　　※本磨き　　　　・　

種石の種類　　※大理石　　　　・　

形状・寸法　　※図示

（10.2.1）（表10.2.2）

110 石の種類・表面仕上げ

仕上げの種類厚さ（mm）産地・名称種　類施工箇所

（10.2.1）（表10.2.1～2）

6 下表以外は、標仕表9.7.1によるシーリング

シーリング材の種類（記号）施工箇所

備　考施工個所種　別

（9.6.2）（表9.6.1）ケイ酸質系塗布防水5

・Ｙ－２

・Ｙ－１ Ｙ－２工法の保護シート

※適用する　・適用しない

仕上げ塗料塗り

　・シルバー

　・カラー

・Ｘ－２

・Ｘ－１

備　考施工個所種　別

4 塗膜防水

　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ 当たり１箇所）２

脱気装置

（9.5.2～3）（表9.5.1～2）

※2.0　・1.5 屋上

・Ｓ－Ｆ１

・カラー ・軽歩行

※1.2　・1.5　

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２

※1.5　・　

※1.5　・　

※非歩行・シルバー

仕上げ塗料塗り

防水

ルーフィングシート

合成高分子系3

使用分類施工箇所厚さ（mm）種　別

施工箇所厚　さ

・ASⅠ-T1 ・ASⅠ-J1

（9.3.2～3）（表9.3.1～3）

種　別

施工箇所種　別

・E-1 ・E-2 

・DⅠ-1 ・DⅠ-2

・AⅠ-1 ・AⅠ-2 ・AⅠ-3

・A-1 ・A-2 ・A-3

シート防水

改質アスファルト2

アスファルト　　　※３種　　　・４種 

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・　

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

立上り部の保護

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

（9.2.2）

（9.2.5）

（9.2.2～3）（表9.2.3～9）19

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

　・乾式工法

　工法

内壁石張り （10.4.2～3）（10.5.2～3）

壁の石張り工法3

　ドレインパイプ　　※ステンレスSUS304　　・　

　・乾式工法

　裏打ち処理　　　　・行う

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　工法

外壁石張り （10.3.2～3）（10.5.2～3）

床及び階段の石張り4

屋内のワックス掛け　　・行う

床石張りの裏面処理　　・行う

（10.1.5）

タ
イ
ル
工
事

屋
根
及
び
と
い
工
事

　　　　　　　　　・既存使用

　　　　　　　　　・ステンレスJIS G4305

3

・有り

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り壁タイル張りの工法

段鼻

Ｇ

とい

折板葺

長尺金属板葺

床板張り

防腐・防蟻処理

集成材等

樹種

接着剤

張り付け用材料

陶磁器質タイル

木材の品質

2

1

6

5

2

3

4

3

2

1

1

13

12

11

・段葺き

施工箇所

※１等　・２等

※１等　・２等

・１種　※２種　・３種

２（N/mm ）

２接着強さ（N/mm ）

Ｇ

うわぐすり

無ゆう施ゆうせっ器

※ひのき　　　　・　

※0.4　※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

※塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

　 ※規制対象外　  ・第三種

　 防露材のホルムアルデヒド放散量

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

　鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

形状（mm）

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

※30分耐火　　・無し耐火性能

形　　　式

材　　　料

断　熱　材

（規格等）

軒先面戸板 ※有り　　・無し

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※規制対象外　　・第三種

※規制対象外　　・第三種

フローリング及び縁甲板張り床　　　

（標仕19.5.2による）

・縁甲板

※単層フローリング

・板張り　

※合板張り ホルムアルデヒドの放散量

ホルムアルデヒドの放散量

※無し

　※規制対象外　　・第三種

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（以下、「ユリア樹脂等」という）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

・たも　・なら　・しおじ　　　

・　　　

・　　　

・　　　

※一般材　　　

ホルムアルデヒドの放散量 　　　　※規制対象外　　　・第三種

・保存処理木材を適用する箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※標仕12.2.1　　　・市販品

・　　　・化粧ばり造作用集成材

※集成材　　　

・造作用集成材

・構造用集成材

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

タイルの種類

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

板厚（mm）長尺金属板の種類屋根葺形式

床板

下張り用床板

化粧単板の樹種芯材の種類規格・品質品　名

70.0以上 1.80程度 0.40以上 0.20以下 4.0以上

曲げ強さ

（％）

長さ変化率

標準時 温冷繰返し後（ kg/l ）

単位容積質量

（％）

保水率

（mm）

形状寸法 きじ

陶器 あり なし

役物 色

標準 特注
備考

再生材の

Ｇ適用

（13.5.2）（表13.5.1）

（13.3.2～3）（表13.2.1）

（13.2.2～3）（表13.2.1）

（12.2.1）

・監督職員の承諾する製作工場

耐火被覆

溶接部の試験

8

7

試験方法試験箇所

所要性能及び適用構造部位

・耐火板張り

・ラス張りモルタル塗り

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

　吹付け

・耐火材

種　　別

・放射線試験

・マクロ試験

※超音波探傷試験

試験の種別

完全溶込み溶接部

・2.5％

・図示

※4.0％

※第6水準

AOQL

検査水準

・図示

高
さ

（8.5.2～4）（表8.5.1～2）

（8.4.2～5）（表8.4.2～4）

金
属
工
事

115

仕上塗材仕上げ

床コンクリートの

直均し仕上げ

3

2

14

3ｍにつき7以下

1ｍにつき10以下

・内装薄塗材Ｃ

２

耐候性　※3種　・　

砂壁状　

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

30分で1ｇ以下 50以下

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｌ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・外装薄塗材Ｓｉ

　樹脂　※アクリル系　

　溶媒　※水系　 ・溶剤系

上塗材

京壁状じゅらく　

・複層仕上塗材

※複層塗材ＲＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・内装薄塗材Ｗ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＣＥ

・外装薄塗材Ｓ

・外装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・薄付け仕上塗材

80％以下70％以上JIS R 5201の試験において

終結　10時間以内

95％以下

5％以下 始発　1時間以上

セメント重量の

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

吸水調整材

界面破断率（％）接着強度（Ｎ/mm　）吸水量（ｇ）全固形分（％）

透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比凝結時間混合割合

備　　考平たんさ（mm）施工箇所

仕上げの形状等呼び名種　　類

・1180　・1960

（ECP）

帳壁及び塀

コンクリートブロック

ＡＬＣパネル

ブロック造

4

3

2

1

２ｍを超える

２ｍ以下

２

※100　・　

※100　・　

※100　・　

種　類 単位荷重（Ｎ/ｍ ） 厚さ（mm） 取付け工法種別

・　　　　　

・　　　　　

　　　　　　・無し

耐火性能　　・有り（　　　　　）

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ａ種

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

※Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・外壁パネル

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・980

・2350　・3530 ・100　・150・床パネル

・屋根パネル

・間仕切壁パネル

・外壁パネル

※標仕表8.3.1及び下表による

・150

・120

・100

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

・塀

・衛生配管用裏積みブロック　　　

※空洞ブロック16　・空洞ブロック16－Ｗ

厚さ（mm）適用箇所

工法種別幅（mm）厚さ（mm）表面形状種　類

（8.2.2）

（8.3.2）

高力ボルト

エンドタブ

スカラップ

鋼材

6

5

4

3

　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※トルシア形高力ボルト　 ・JIS形高力ボルト　 ・溶融亜鉛めっき高力ボルト

鋼製エンドタブ

改良型スカラップ

使用箇所

鋼材の材質

適用する

種類の記号

　に定める「（　　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

　のある工場。

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

入熱、パス間温度の溶接条件

製作工場の加工能力

　　※図示　　　　　　・　

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

※ＪＩＳ規格による

規格等

（7.2.2）（7.12.4）

（7.2.1）（7.2.10）（表7.2.1）

（7.1.4）

（7.1.3）

特記仕様書-2
A- 02
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2 アルミニウム製建具 外部に面する建具

種　別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み（mm）

※70・Ａ種

・Ｂ種

Ｓ－４ ※Ａ－３ ※Ｗ－４

Ｓ－５

Ｓ－６ 　Ａ－４ 　Ｗ－５

※図示　　　・　

※図示　　　・　

※図示　　　・　

施工箇所

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）

（16.1.4）

特記による

（16.2.3）

（表14.2.1）

屋内建具

（表14.2.1）

網戸 防虫網

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

　形　　式　※外部可動式　・固定式

樹脂製建具 建具の性能及び構造の適用は建具表による （16.3.2）

製造所標準仕様による

鋼製建具

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

（16.4.2）（表16.4.1）

鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による （16.5.2）

ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　・　

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

特定防火設備の戸　　・適用あり （表16.6.1）

（16.6.5）

（16.6.4）

枠 ・ 障子　：　

ガ　ラ　ス　：　

3

4

5

（表16.3.3）

6

（表16.7.3～10）ふすまの上張り　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　 ・鳥の子

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

（16.7.2）

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　 （16.7.2）

マスターキー　※製作する　・製作しない

建具用金物

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

（16.8.4）

（16.4.6）（16.5.6）

（16.8.2）

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

　・フロアヒンジ

（表16.8.1～5）

 8

 7 木製建具

建具用金物

自動ドア開閉装置

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

（16.9.2～3）（表16.9.1～3）

開閉方法 センサの種類

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

・スイングドア

※スライデイングドア

自閉式上吊り引戸装置

　　　　　　　・製造所標準仕様による

品質規格　　　※標仕表16.10.1による （16.10.2～3）

9

10

シャッターの種類

・屋内用防煙シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

・一般重量シャッター

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

（16.11.2）

（16.11.2）（表16.11.1）

（16.12.2）（表16.12.1）

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　 （16.11.2）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

（16.12.3）

（16.12.4）

（表16.12.2）

軽量シャッター12

重量シャッター11

（16.13.2～3）

ガイドレール

　（SUS304）

※ステンレス鋼板

・溶融亜鉛めっき鋼板

収納形式

・ローヘッド形

・スタンダード形

・ハイリフト形

・バーチカル形

開閉方式

・チェーン式

※バランス式

・電動式

セクション材料

※スチールタイプ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

オーバーヘッドドア13

※建具表による

・ガラスブロック　 標仕16.14.5による

（16.14.2）

（16.14.5）

防火性能厚さ（mm） 色調

※クリア ※無し

・有り

表面形状

・正方形

・長方形

呼び寸法（mm）

ガラス留め材 （16.14.2）（表9.7.1）

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

※シーリング材

※シーリング材

材　　　種建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

　　標仕16.14.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

（16.14.3）

　JASS 17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　監督職員に提出する

種　類 張り面 性能値

第2種 ※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ１

品質　JIS A 5759による　　

※ガラス飛散防止フィルム　　

名　　称

ガラス留め材及び溝

簡易気密型ドアセットの適用は特記による

断熱等級・ 

　表面処理　※ＢＣ－１種又はＢＣ－２種　　　

　　　　　　・Ｃ２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　表面処理　※ＢＢ－1種　・Ｃ種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

吊金物

1 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（注）形式が引き違い・片引き・上げ下げ窓で複層ガラスを使用する場合は枠の見込み100㎜とする。 

・Ｃ種

14 ガラス

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.3.2）

種　　類 規格等

シーリング材の種別

耐久性による区分記　号
被着体の組合せ

主成分による区分

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆｃ） 所要スランプ（cm）

　※標仕17.3.2による

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS 14による。

コンクリートの種類及び品質

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

カーテンウォール材料の種類

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

　・方立方式

　・スパンドレル方式

カーテンウォール方式

※アルミニウム製

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

断熱材　　　　　　※適用しない　

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

構造用ガスケット　※適用しない

金属

ガラス ガラス

石、タイル

ガラス

シーリング材及びガラス取付け材料

　・パネル方式

　・小型パネル組み合わせ方式 （・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

　・バックマリオン方式 （・単純２辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

鉄筋　　※SD295A　　・　

PCカーテンウォール

メタルカーテン

ウォール

（14.2.3）（表14.2.2）

外　　部内　　部金物種類及び部位

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

※ステンレスボルト

ＰＣ版打込み金物

取付けボルト

ＰＣ版打込み取付けボルト

レベル調整ボルト

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

２次ファスナー

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

※Ｅ種　　・　

（17.3.3）（表17.3.1）

施工箇所
記　号 主成分による区分

シーリング材の種別

耐久性による区分

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　　：施工箇所　※図示）

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

カーテンウォール板間目地

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない

シーリング材料

（17.1.3）

（17.1.3）

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

鉄骨造

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

　シーリングは補修程度

　ガラス等の破損もない

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

耐震性能

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

耐風圧性能

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

Ｈ

Ｖ

施工部位 種　　別 規格等

・ファスナー部

・取付けブラケット

・層間ふさぎ

・パネル目地部

耐火材料

　下記以外は標仕表9.7.1による （9.7.2）（17.2.2）（表9.7.1）

　下記以外は標仕表9.7.1による　 （9.7.2）（17.3.2）（表9.7.1）

2

3

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

色彩等種　　別

支点間距離（ｈ）

　シーリングは補修程度

　　　　　かつ絶対量20mm以下

※±（1/150）×ｈ　

※±（1/200）×h以上　

※±（1/100）×h以上　

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

鉄骨造

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

　部材に有害な歪みが起こらない

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

耐震性能

　有害な変形が起こらないこと

※各部の破損、残留変形

主要部材のたわみ

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

耐風圧性能

無着色

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク・着色塗膜

アルミニウムの表面処理

※4ｍ以下　

・4ｍを超える

水密性　　・Ｗ－４　　・Ｗ－５　　・　

気密性　　・Ａ－３　　・Ａ－４　　・　

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※1.0　　・　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※0.5　　・　

Ｈ

Ｖ

層間変位量（h＝支点間距離）建物の構造種別 状　　態

状　　態たわみ量

　　　　　　　　　・取付け

（17.2.2）

（17.2.5）（表17.2.2～3）

・ＢＢ－１種　　・ＢＢ－２種

・Ｃ種　

※Ｆ種　　・　

※Ｆ種　　・　

※Ｃ種　　・　

※Ｃ種　　・　

※Ｃ種　　・　

※Ｃ種　　・　

屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定のあるものとする。 (18.1.3)

２．素地ごしらえ 各部の素地ごしらえ

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木　部

※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

・Ａ種　　・Ｂ種　

ボード面

モルタル・プラスター面

・Ａ種　　※Ｂ種

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

塗料塗り 鉄鋼面

塗料の種別

鉄鋼面 ※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

(18.3.3)
錆止め塗料塗り

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）

３．錆止め

ペイント塗り

（ＳＯＰ）

(18.4.2)

鉄鋼面

※１種　　・２種

・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種

合成樹脂調合ペイント塗り

木部 ※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

塗料の種別

５．クリアラッカ
ー塗り（ＣＬ）

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　種別は表１８．７．３の特記による

８．つや有り合成樹脂

（ＥＰ－Ｇ）

エマルションペイント塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

鉄鋼面（屋内） ・Ａ種　　※Ｂ種

木部（屋内）（多孔質広葉樹を除く）→仕様工程等は、表１８．８．２による

つや有り合成樹脂エマルションペイント塗り

・Ａ種　　※Ｂ種

コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他のボード面

合成樹脂エマルションペイント塗り９．合成樹脂

（ＥＰ）
エマルションペイント塗り

(19.2.1～4）
(表19.2.1～2）ビニル床シート張り

及びゴム床タイル張り

JIS A5705のJIS表示認証製品

・マーブル

色　柄 厚さ(mm)

※　2.0

・　2.5

特殊機能

・帯電防止

・帯動荷重

種　　類

※　発泡層の

ないもの

・　発泡層の

あるもの

記号

※ＦＳ

・ＴＳ

・ＨＳ

・ＫＳ

工法

※熱溶接

・突付け

種類の記号

　　ＦＳ

色 　柄

・　石目調

厚さ(mm)

※　2.0

・　2.5

特殊機能

・帯電防止

・帯動荷重

※熱溶接

・突付け

工　　法

・ビニル床

目又は石目調のもの

シート

床シート

厚さ(mm)

・　2.0

寸法

※300×300

・300×300

・450×450

※ＫＴ

・ＦＴ

記号種　　　類

※　コンポジション

ビニル床タイル

・　ホモジニアス

ビニル床タイル

特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

JIS A5705のJIS表示認証製品

上記以外はすべてビニル床シートに同じ

タイル

帯電防止

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）1.2～3.1程度

又は耐電圧（JIS L 1023)3kv以下

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）3.2～5.1程度

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×1010オーム未満

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）5.2以上

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×107オーム未満

耐動荷重

JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

試験後異常がないこと。

寸　法（mm）

３００×３００

・視覚障害者用床タイル

材　　　　　　　　　質

・　せっ器質タイル系・　塩化ビニル系

材　種 ※　軟質・ビニル幅木 ・　溶接・　硬質

JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木・化粧ビニル

・ビニル床

・特殊機能床材

・　１００高　さ（mm）

厚　さ（mm）

・接着剤 ＪＩＳ　Ａ　5536（床仕上げ材接着剤）により、

種別は表19.2.1による施工箇所に応じたものとする。

ホルムアルデヒト放散量は特記による。特記がなければＦ☆☆☆☆とする。

2

種　別 パイル形状 色柄等

・織じゅうたん

・Ｃ種

※無地

・柄物（標準品）・Ｂ種

・Ａ種 ・カットパイル

・ループパイル

・カット、ループパイル併用

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

コンクリート・ＡＬＣパネル面

コンクリート・押出成形セメント板面

塗り工法に応じた節の規定

塗り工法に応じた節の規定

合成樹脂調合ペイント塗り　木部　鉄鋼面　亜鉛めっき鋼板

パイル形状 パイル長（mm） 工　　法

※全面接着工法

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・カットパイル

・ループパイル ・グリッパー工法

・タフテッドカーペット

※5～7　 ・　

※4～6　 ・　

※4　　　・　

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・　

（19.3.3～4）（表19.3.2）

3　カーペット敷き

(表18.4.1～3)

・　７５

・　２.０

※　６０

※　１．５

・　2.0

・　木目調

・無地

ビニル床タイル

６．アクリル樹脂系

（ＮＡＤ）

４．合成樹脂調合

７．耐候性塗料塗り （ＤＰ）

非水分散形塗料塗り
(屋内)

(屋外)

～特記による上塗りの等級

コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別

１．材　料

※Ａ種　・Ｂ種 (標準仕様書8節の場合)

※Ａ種（鋼製建具等）・Ｂ種　

鉄鋼面　工程＜下塗り→研磨→中塗り→上塗り＞は表１８．７．２による

(18.7.4)(表18.7.3)

亜鉛めっき鋼面　工程＜下塗り→研磨→中塗り→上塗り＞は表１８．７．３による

(18.8.1～4)

備　考

（19.3.1～4）（表19.3.1）

(18.2.1～7)（表18.2.1～7）

(18.3.1～2)

（18.5.1）（表18.5.1）

(18.7.2～3)(表18.7.1～3)耐候性塗料塗り

木部のクリアラッカー塗り

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り
コンクリート・モルタル面

備　考

下敷き材を敷く。

（ＵＣ）
10．ウレタン樹脂ワニス塗り 木部のウレタン樹脂ワニス塗り ・Ａ種　　※Ｂ種 (18.10.2)

（ＯＳ）

１１．ステイン塗り オイルステイン塗りは特記による。 (18.11.2)

・Ａ種　　※Ｂ種木材保護塗料塗り
（ＷＰ）

12．木材保護塗料塗り
(18.12.1)

・Ａ種　　※Ｂ種　

（18.6.1）（表18.6.1）

合成樹脂塗床 種　　別 仕上げの種類

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材 ※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

備　考寸法（mm） 総厚さ（mm）種　類パイル形状

※6.5※500×500

・第二種

※第一種

・カット、ループ併用

・カットパイル

※ループパイル

・タイルカーペット

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

4

・　フローリング

ボード

・　フローリング

ブロック

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

・単層フローリング

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装

※ナラ

※ナラ ※ウレタン樹脂

※１５

※１５ 幅　７５

303×303

・接着工法

・釘止め工法

ワックス

・生地のままワックス

・既塗装品

フローリング張り5

・接着工法

・　モザイク

パーケット

※ナラ ・６ ・９ ・接着工法・８

（19.9.2～3）

種　類 施工箇所 厚さ（mm） 品質等

＝厚さ/熱伝導率

＝0.676以上

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開

　　　　発」において、評価を取得したもの

※40以下 断熱抵抗

※一般部

※壁（図示の範囲）

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

※断熱材補修部分

・接地部分

・一般部 しないもの

特定フロンを使用

しないもの

特定フロンを使用

・　

・プラスチック系

・コンクリート系

（スキン層付）

・断熱材兼用型枠 ・木質系

・現場発泡断熱材

　フォーム

　ポリスチレン

　保温板

※２種ｂ

※３種ｂ

・100　

・40　

・押出法

（19.8.2）壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

素地ごしらえ

（表19.7.1）

種　　類 JISの記号 厚さ（mm）

施工箇所

※グラスウール吸音ボード32Ｋ

・ロックウール吸音ボード1号 ※25  

※25  

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

壁紙張り

種　　類

　ファイバーボード

　（軒天井用）

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・普通木毛セメント板

・硬質木毛セメント板

・化粧せっこうボード（木目）

・せっこうラスボード

・せっこうボード

・強化せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・難燃合板

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・ミディアムデンシティ

・メラミン樹脂化粧板

　※適用する　　　・適用しない

　※規制対象外　　・第三種

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量 

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

ＨＷ

ＮＷ

0.8ＦＫ

ＤＲ

ＤＲ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天）

ＧＢ－Ｒ

ＤＲ（軒天凹凸）

ＧＢ－ＮＣ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｄ

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 研磨板   （・スタンダード   ・テンパード ）

・ 無研磨板（・スタンダード   ・テンパード ）

・無研磨板     ・研磨板

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

JIS K 6903による　厚さ1.2

12.5（不燃）　15.0（不燃）

9.5

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

・凹凸タイプ（※12 ・15）（不燃）

※フラットタイプ 9（不燃）

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

　　　　　　化粧無（下地張り用） 9.5（不燃） 

12.5（不燃）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・19・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・18      ・　

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・12      ・　

・15　　・20　　・25　　・　

・15　　・20　　・25　　・　

Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・            ）

JISの記号 厚さ（mm）、規格等

9.5（不燃）幅440mm程度

・けい酸カルシウム板

せっこうボード

フローリング

・　大型積層

・複層フローリング

フローリング

・　複合２種

フローリング

・　複合３種

フローリング

・釘止め工法

ワニス塗り

・オイルステン

塗りの上

ワックス

・生地のまま

ワックス

・既塗装品

・特殊張り

工法

(体育館床)

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

・サクラ

※ナラ

・ヒノキ

・行う・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

・接着工法

※ウレタン樹脂

・ナラ ・行う

・サクラ ・行わ

ない

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種

・　Ｄ種（　　　　　　　）

(19.6.2)(表19.6.1)畳敷き

（19.7.2～3）（表19.7.1～5）

及び合板張り

吸音材

6

7

8

（表18.2.4～5）（表18.2.7）

9 断熱・防露

・薄膜流し展べ仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（・平滑　・防滑）　　
特記による

・行わない

・　Ｃ種

・25

・15

難燃性　・３級　・２級

・　複合１種

その他ボード

・25

（表19.3.2）

（19.4.1～4）（表19.4.1～8）

長さ900以上

・

粘着はく離形接着剤を
使用する。

(19.5.1～7)　　(表19.5.1～6)

16

建
 
具
 
工
 
事

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

17 18

19

内
装
工
事

塗
　
装
　
工
　
事

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　　　　）Ｎ/㎡

耐風圧性能（　　　　　　　　）Ｎ/㎡

　　　　　・正圧　　　Ｎ/㎡以上及び負圧　　　Ｎ/㎡以上に対して安全であること。 　　　　　　

　　　　　　安全であること。

　　　　　・正圧　　　Ｎ/㎡以上及び負圧　　　Ｎ/㎡以上に対して安全であること。　　　

　　　　　　安全であること。

(18.9.2)（表18.9.1）

　（㎡・k/w）

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

紙
繊維

（織物）（ビニル）

プラ その他

(化学繊維)
無機質

防火性能 備　考

壁紙の種類

（19.8.2）



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
NO SCALE

（20.2.2）20

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

21

22

遮断層及び凍上抑制層

23

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

排
水
工
事

舗
装
工
事

植
栽
工
事

12 煙突用成形ライニング

11 タラップ

1

2

3

4

1

2

排水管

排水桝及びふた

埋戻し土

浸透管及び浸透桝

盛り土に用いる材料

の材料

3 路床安定処理

4

5

6

7

8

9

路床締固め度の試験

路盤材料

アスファルト舗装

コンクリート舗装

Ｇ

透水性
アスファルト舗装

ブロック系舗装10

路床土の支持力比試験

2

3

1

4

5

路面標示用塗料

植込み用土

土壌改良材

樹木の植栽基盤整備

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

Ｇ

屋上緑化

6

7

11

空調用吹き出しパネル　　　※無し

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様 （コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

　　　　　　　　　　　※20～30％　　　　・　

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル１枚につき40mm×80mm程度の開口１ヶ所以上

　5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建

　設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

・溝構法

・溝構法

・溝構法

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

・3,000Ｎ

・5,000Ｎ

施工箇所

施工箇所 構　法
仕上り高

（mm）

適用地震時

水平力
耐荷重性能 表面仕上げ材 備　考

15 カーテン

16 カーテンレール

14 ロールスクリーン

13 ブラインド

10 表　示

 9 鏡

 8 黒板及び
　ホワイトボード

 7 床目地棒

 6 階段滑止め

 5 手すり

 4 トイレブース

 3 移動間仕切

 2 可動間仕切

 1 フリーアクセスフロア

種　　別

（20.2.11）

（20.2.13）

（20.2.14）

（20.2.15）

（20.2.16）

（20.2.6）

（20.2.7）

（20.2.5）

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

形　式 スラットの材質 スラットの幅（mm）

備　 考
手引電動

装　　置
施工箇所

・一般タイプ

※鋼板

※鋼板

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　　　　　　　※メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

形　　状　　ビニルタイヤ入り

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

材　　種　　ステンレスSUS304

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

※集成材クリアラッカー仕上げ

　（市販品　径　約45mm）

幅（mm）　約35

　遮音性能はJIS A 6512の遮音試験に準拠する

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

（　　）

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（36db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

衝突防止表示　

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製※横型

・縦型

・操作棒式

防炎性能　※有り

※25

・100

・80

・煙突用成形ライニング材

・キャスタブル耐火材

　最高使用温度　　※650℃　　・400℃

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※400℃

※ギヤ式　　・コード式

・なし

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約30mm　　・　　　　　 ）

　　（・両面　・片面）

　　・無し

※鋼板

（※0.6　・0.8）

寸法（mm）　　・図示　　・　

厚さ（mm）　　※5　　　 ・　

表示標識、案内用図記号についてはJIS Z 8210による

・１本操作コード

・２本操作コード

・６０

・既成品

材　　種　　ステンレスSUS304

（20.2.12）種類・仕上げ材は特記による

（20.2.8）

（20.2.9）

（20.2.10）

（20.2.16）

表面仕上げ材

・遮音タイプ

種　類

（20.2.4）

（20.2.3）

（19.2.2）

種　類 寸法（Ｌ＝　mm） 適用内容 規格・品質等

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

種　　類 材　　質 高さ（mm） 備　　考

備　　考高さ（mm）厚さ（mm）材　　質

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

・図示

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛かりのみ）

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

シーリング材（内外とも）

目地寸法（mm）

枠の材質　　※アルミニウム製

材　　   種

奥行き（mm）

市販品

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

市販品

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

・つり戸棚

・水切り棚

・コンロ台

・流し台 ※1200

※1200

※1200

・1500

※600

・600

・700

・1800

・900

トラップ付き ※優良住宅部品

※市販品

バックガード ※有り （セクショナルキッチンⅠ型）

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

・鋼製物品棚

・鋼製書架

JIS S 1040の規格による

JIS S 1039の規格による

材　質　アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）

材　質　アルミニウム製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）

寸　法

製造所

・可動式

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

　※天井材張り

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

表面仕上げ

ガイドレール

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※500

※500

・800

・800

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス アルミ製枠付き※500

・固定式

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

照明器具　※有り　・無し

施　　錠　※有り　・無し

製造所

材　種　ステンレス製SUS304

　　　　・レジンコンクリート製　　　

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

色彩は黄色を原則とする

ブロックパターンはJIS T 9251による

材質　・アルミ　・ステンレス

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

防水型　※適用する　　・適用しない

材質

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

形状・寸法　　　　※図示

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

製造所

地上高さ（ｍ）　・6　・8　・10　・12

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径114.3mm　t＝2.5mm　Ｈ＝ＧＬ＋700mm

※6.8

・900

・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石

・約450　　・約600

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

クリアランス　　・50　・100　・150　・　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・　

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・　

※20×10　　・　※20×10　　・　

材　　質　　※アルミニウム合金製

ステンレス製 ※１段式

※１種　・２種　・３種

コンクリートは表6.2.1 [コンクリートの種別]のII類に準ずる

材料は6章3節[コンクリートの材料及び調合]による

間知石は表面がほぼ方形に近いもので、控えは四方落としとし、控え長さは面の最小辺の

1.2倍とし、材種は特記材料はによる

（20.3.2）

（20.4.2）

コンクリート間知ブロックはJIS A 5371(プレキャスト無筋コンクリート製品）の積み
ブロックに基づき、種類及び質量区分は特記による

（21.2.2）

（21.2.2）

材　　種 管の種類

種　　類 適用荷重

上面形状メンバーピッチ適用荷重種　類形　式材　質

管形状（接合方法）

排水管用材料

※遠心力鉄筋コンクリート管

鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

グレーチングふた

製造所

※ＶＰ　　・ＶＵ

・ＲＥＰ-ＶＵ

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

・鋼製

・ステンレス製 ※平形　　

・かさ上げ用ボルト固定

　・図示

　※無し

・溝ふた用

・桝ふた用

※受枠付き ・歩行用

・Ｕ字溝用

※細目　　

・細目

※普通目

・凹凸形　　

※凹凸形　　

Ｂ形（ゴム接合）

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－２０用

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－２０用

※Ｂ種　　・　

※外圧管（※１種　・２種）

Ｇ

・硬質ポリ塩化ビニル管

・排水用リサイクル硬質ポリ塩化ビニル管

（22.2.2～3）（表22.2.1）※添加材料による安定処理

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　添加量　　　　kg/ｍ　（目標ＣＢＲ　※5以上　・　　　　）３

（22.2.5）

（22.2.5）

（22.3.3）

（22.4.2）（表22.4.1）

（22.4.5）

（22.4.6）

（22.5.3）

（22.5.3～4）

（22.5.6）

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

区分

表層

基層

※行う（※乱した土　・乱さない土）

※行う

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

※無し　・有り

※無し　・有り・カラー舗装

※アスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・クラッシャラン（C-40）又はクラッシャランスラグ（CS-40）

※再生クラッシャラン（RC-40）

Ｇ

・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・　

　　　　　　　　　厚さは図示

・フィルター層  ※透水性舗装　車道部150㎜・歩道部50㎜

（22.2.2～3）

（22.4.3）

（22.7.4）（22.7.6）

　種類　・普通ポルトランドセメント　・高炉セメントＢ種　・フライアッシュセメントＢ種

（21.2.3）（表21.2.1）（21.3.1～3.2）

車道部の排水管の敷設

　　　※図示

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

・硬質ポリ塩化ビニル管

（21.3.1～2）

（22.4.4）（表22.4.4）

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 （22.2.3）（表3.2.1）

（23.2.3）

（23.2.3～4）

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.2.2～3）（表23.2.1～2）

（23.2.2～3）（表23.2.1～2）

樹木の樹高（ｍ） 有効土層の厚さ（cm） 工　法 整備範囲

整備範囲工　法有効土層の厚さ（cm）適　用

Ｇ

Ｇ

種類 施工 適用 色 幅（mm） 布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白 ※150 塗料総質量に対して

5%以下

樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ｄ種

※Ａ種

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層と

する。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

・12以上

・3以下

・7超～12未満

・3超～7以下

※行う　・行わない ※20　　 ※Ｂ種　　 ※植栽範囲　　・図示

芝及び地被類

※適用する

バークたい肥

発酵下水汚泥コンポスト

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　pH

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　加里全量（現物）

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　pH

　水分

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　アルカリ分（現物）

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

種類　・こうらい芝　　・野芝

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

　したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用

※1.0

※100　　・　

※80 　　・　

※60 　　・　

※50 　　・　

Ｇ

：0.005%以下

：0.0005%以下

：0.0002%以下

：0.03%以下

：0.05%以下

：0.01%以下

：35%以上

：8.5以下

：20以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

：70%以上

：35以下

：70meq/100g以上

：5.5～7.5

：55～65%

：0.5%以上

：0.2%以下

：0.1%以上

：生育阻害その他の異常を認めない

※現場発生土の良質土　　　　・客土（※畑土　・黒土）

　施工箇所　※植栽範囲　　　・図示

・１種

・１種

・３種１号

屋上緑化システム

・管理方法による区分　　・省管理型   

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

　透水層、保水層及び排水層等

　耐荷重性能

　耐根層の材料

　合成樹脂耐根シート（厚さ3mm以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　植込み用土　　製造所の仕様による

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

・管理方法による区分　　・管理型   

２　質量の上限値　　　（　　　　　　） kg/ｍ

　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：240ｌ/ｍ ・ｈ以上２

４　　省管理型：3×10 Ｎ/ｍ 以上の載荷重で異常のないこと。２

Ｇ

（23.4.2）

（23.5.2）

（23.5.3）

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

＋5～－1

基　層施工方法厚さ（mm）種　　類

材
　
　
　
料

項　　　目 品　　質　　・　　性　　能

長　　さ 幅 厚　　さ

種　　類 寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材

色彩及び表面加工等厚さ（mm）種　　類

・コンクリート平板舗装

※普通平板（Ｎ）　・カラー平板（Ｃ）

・洗出平板（Ｗ）　・擬石平板（Ｓ） ・モルタル

※砂　　

・インターロッキングブロック舗装

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生ブロック

※標準ブロック

・透水性ブロック

誘導、注意喚起用は黄色系とする

※標準品

インターロッキングブロック

セメント

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

車道部　※80　・　

※80　・100

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

着色材料

混和材料

骨材

外観

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り※80～100　・　

寸法許容差（mm）

透水係数（cm/sec）

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

JIS R 5210ポルトランドセメント、JIS R 5211高炉セメント、

JIS R 5212シリカセメント、JIS R 5213フライアッシュセメン

ト、白色ポルトランドセメントとする。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、薄

い石片、細長の石片を含んでいない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロッ

クの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

・舗石舗装

※小舗石（花こう岩）　　

5.0以上

3.0以上

4.0以上

32.0以上

17.0以上

２

２

-2

圧縮強度（Ｎ/mm ）

曲げ強度（Ｎ/mm ）

1×10　以上

（22.8.2～4）

（22.8.2～4）

（22.8.2～4）

・ＤＶ

（21.2.2～3）（表3.2.1）

（22.5.3）（表22.5.2）

種　類 寸法（mm） 色　彩 備　　考

厚さ（mm）

表面材種

総厚さ（mm）

パネル部の
構造形式 表面仕上げ 遮音性能 防火性能

遮音性能 厚さ（mm） 表面材 表面仕上げ 操作方法

施工箇所
形　式

片引 引分

装　置

電動 ひも引 手引
ひだの種類 性　 能 備　 考

間知石及びコンクリート
間知ブロック積み

プレキャスト
コンクリート工事

エキスパンション
・ジョイント金物

車止め支柱

収納家具

屋外掲示板

フェンス

旗竿受金物

旗竿

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

洗面カウンター27

28 防煙垂れ壁

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

17 ブラインドボックス

及びカーテンボックス

耐震スリット18

19 止水板

20 天井点検口

床点検口21

22 鋼製書架及び物品棚

23 かぎ箱

24 くつふきマット

25 流し台ユニット

26 屋内掲示板

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

方　向 タイプ 耐火性能 防水性能

耐荷重による種類規格等種　類

JIS K 5665（路面標示用塗料）による

特記仕様書-4
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建築場所（甲西市民総合グラウンド）

建築場所

●

Ｎ

移設建物 計

申請建物 計

延床面積建築面積最高高さ耐火仕様構造・規模建物名称符号 工事種別

その他鉄骨造平屋① ―

既存建物 計

ポンプ棟 3.10 ㎡ 3.10 ㎡

3.10 ㎡ 3.10 ㎡

2.000 m

⑫

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

（上計）

20.32 ㎡20.32 ㎡2.302 m観客席 その他

20.32 ㎡20.32 ㎡2.302 m観客席 鉄骨造平屋 その他

20.32 ㎡20.32 ㎡2.302 m観客席 鉄骨造平屋 その他

20.32 ㎡20.32 ㎡2.302 m観客席 鉄骨造平屋 その他

12.99 ㎡12.99 ㎡2.240 mダッグアウト 鉄骨造平屋 その他

12.99 ㎡12.99 ㎡2.240 mダッグアウト 鉄骨造平屋 その他

12.99 ㎡12.99 ㎡2.240 mダッグアウト 鉄骨造平屋 その他

12.99 ㎡12.99 ㎡2.240 mダッグアウト 鉄骨造平屋 その他

鉄骨造平屋⑬

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

256.30 ㎡ 256.30 ㎡新設建物 計

《 本工事 》

⑭

⑮

⑯

《 土木工事 》別途工事

（上計）

2.860 m

3.450 m

27.74 ㎡27.74 ㎡その他鉄骨造平屋

鉄骨造平屋

車庫（倉庫）

21.00 ㎡21.00 ㎡トイレ棟

59.00 ㎡59.00 ㎡その他鉄骨造平屋管理棟

《 本工事 》

その他

③

②

①

延床面積建築面積最高高さ耐火仕様構造・規模建物名称符号

3.400 m

工事種別

新設

新設

新設

7.66 ㎡7.66 ㎡2.175 m鉄骨造平屋 その他

⑤

④

7.66 ㎡7.66 ㎡2.175 m鉄骨造平屋 その他

新設

新設

物置4

物置5

（123.06 ㎡） （123.06 ㎡）

（133.24 ㎡） （133.24 ㎡）

その他

物置1

物置2

物置3

鉄骨造平屋

鉄骨造平屋

その他

その他 2.000 m 7.31 ㎡ 7.31 ㎡

2.380 m 6.68 ㎡ 6.68 ㎡

2.110 m 4.43 ㎡ 4.43 ㎡

鉄骨造平屋移設

移設

移設

18.42 ㎡ 18.42 ㎡

274.72 ㎡ 274.72 ㎡

NO SCALE付近見取図

既存建物 一覧表

申請建物 一覧表

合　計

㎡ ㎡ ㎡

㎡

既存建物 計

敷地面積

建築面積

申請建物

20,949.28

面　積　表

㎡ ㎡ ㎡延床面積

建 蔽 率

容 積 率

％

％

3.10

3.10

274.72

274.72

277.82

277.82

1.33

1.33

新設建物（本工事）

凡　例

新設建物（土木工事）

移設建物（本工事）

既存建物

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
NO SCALE

付近見取り図・面積表
A- 05

特 記 仕 様 書

一 般 事 項

工 事 名 称

工 事 場 所

１． 本工事は全て、図面・本仕様書及び、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（最新版）」に基づき、諸官庁関係法規に準拠して施工する。

２．

３．

４．

５． 別途発注土木工事と工程管理等について十分に打合せを行い、関連部の調整をはかり現場運営にあたること。

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

山梨県南アルプス市宮沢 地内

本工事に於て、図面・特記仕様書に疑義が生じた場合、及びそれに明記なきものでも技術上当然必要なものは、監督員と協議の上、誠実に施工するものとする。

本設計図に基づき請負人は充分なる理解の上、工事の着工に先立ち、工程表・その他書類を提出し、監督員の承諾を得る事。（南アルプス市 請負工事 事務処理要領書 最新版参照）

工事着手前に担当課と十分に打合せを行い、無理のない工事計画とする。図面及び内訳書内容にかかわらず、工事中の安全確保を十分にはかること。
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リ
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Co
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市道大師7号線

市
道

大
師

8
号

線

市
道

大
師

1
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線

市道荊沢42号線
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1
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1
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.
2
4
4

39.6679.84633.55954.07129.461

5
6
.
6
3
6

43
.1
15

31
.9
75

0.257

1.320
0.814

3.046

1.097

1.474

1.519

2.197

0.100

5.022 1.140

5.942 4.999

3.996

4.835

K1

K20

K19

K18

P19 P18 P14 P13 P4 P3 P10 P9 P8 X2 k47 k46 k45 K17

K16

K15

K14

K13

K12

K11

K10

K9

K8
K7

K5

K6

K4K24

K2 K3

K23K22K21

2.024
1.086

0.793
3.111

288-3の一部、288-5の一部、291-1の一部、291-3、292-2の一部、293-1の一部、293-2の一部

294-1の一部、294-2、294-3の一部、294-4、294-5、295-2の一部、328-2の一部、328-3の一部

福井コンピュ－タ株式会社

TREND-ONE Ver.4にて座標求積。

地  番 建築敷地

NO Xn Yn Yn+1-Yn-1 Xn・(Yn+1-Yn-1)

K1 -2612.694 55.837 -2570105.303618

K21 -46031.468 -2579.971 33.513 -1542652.587084

K22 -46031.534 -2579.181 3.890 -179062.667260

K23 -46031.795 -2576.081 50.081 -2305318.325395

K2 -46035.749 -2529.100 47.237 -2174590.675513

K3 -46035.770 -2528.844 7.869 -362255.474130

K24 -46036.411 -2521.231 8.695 -400286.593645

K4 -46036.502 -2520.149 37.098 -1707862.151196

K5 -46039.533 -2484.133 36.025 -1658574.176325

K6 -46039.433 -2484.124 14.726 -677976.690358

K7 -46040.672 -2469.407 16.023 -737709.687456

K8 -46042.218 -2468.101 0.135 -6215.699430

K9 -46056.124 -2469.272 -3.339 153781.398036

K10 -46081.889 -2471.440 -2.260 104145.069140

K11 -46082.982 -2471.532 -1.485 68433.228270

K12 -46099.537 -2472.925 -1.520 70071.296240

K13 -46101.051 -2473.052 -0.251 11571.363801

K14 -46102.520 -2473.176 -1.149 52971.795480

K15 -46114.695 -2474.201 -4.064 187410.120480

K16 -46150.811 -2477.240 -6.734 310779.561274

K17 -46153.929 -2480.935 -43.235 1995465.120315

k45 -46150.755 -2520.475 -44.522 2054723.914110

k46 -46150.342 -2525.457 -8.963 413645.515346

k47 -46150.000 -2529.438 -5.120 236288.000000

X2 -46149.960 -2530.577 -7.077 326603.266920

P8 -46149.749 -2536.515 -15.752 726950.846248

P9 -46148.959 -2546.329 -14.820 683927.572380

P10 -46148.553 -2551.335 -38.459 1774827.199827

P3 -46145.888 -2584.788 -36.489 1683817.307232

P4 -46145.639 -2587.824 -3.847 177522.273233

P13 -46145.573 -2588.635 -54.699 2524116.697527

P14 -46141.125 -2642.523 -55.203 2547128.523375

P18 -46141.013 -2643.838 -30.674 1415329.432762

P19 -46138.563 -2673.197 -24.725 1140775.970175

K18 -46082.117 -2668.563 35.801 -1649785.870717

K19 -46052.326 -2637.396 32.755 -1508443.938130

K20 -46050.808 -2635.808 24.702 -1137547.059216

合  計 41898.572698

合  計  面  積 20949.2863490

地  積 20949.28 ㎡

-46028.714

328-4、328-5の一部、362-3の一部、362-6の一部、366-2の一部、366-4の一部

拡大図 1/50

拡大図 1/50

建築敷地

敷地面積求積計算

20,949.28 ㎡敷 地 面 積

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

S=1:500
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

敷地面積求積図
A- 06



●

新設建物（本工事）

凡　例

新設建物（土木工事）

移設建物（本工事）

既存建物

●

（物置2） （物置3）
（物置1）

物置1
申請建物 ⑭

物置2
申請建物 ⑮

物置3
申請建物 ⑯

●

●

管理棟
申請建物 ①

申請建物 ③
車庫（倉庫）

観客席

ダッグアウト

ダッグアウト 観客席

観客席

ダッグアウト

ダッグアウト観客席

申請建物 ④

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

申請建物 ⑥

申請建物 ⑦

申請建物 ⑧

申請建物 ⑨

申請建物 ⑩

申請建物 ⑪

申請建物 ⑫

申請建物 ⑬

物置4

●

物置5
申請建物 ⑤

●

●
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3,470 22,0201,470

側溝へ放流

合併処理浄化槽7人槽

側溝へ放流

合併処理浄化槽5人槽

21,420

ポンプ小屋
既存建物 ①

取壊し建物 ①
管理棟 取壊し建物 ②

屋外トイレ倉庫1
取壊し建物 ③

申請建物 ②
トイレ棟

Ｎ
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（MK) （MK) 召し合わせ内外錠（MK)

形　式

仕　上

見込み

硝　子

金　物

備　考

記号・数量

姿　図

形　式

仕　上

見込み

硝　子

金　物

備　考

記号・数量

姿　図

アルミ押出し形材

71

高所用オペレーター

YKKAP ﾌﾚﾐﾝｸﾞJ

1
1

AW

アルミ製　縦すべり出し窓

アルミ押出し形材

71

YKKAP ﾌﾚﾐﾝｸﾞJ
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 ワイヤーメッシュ　6φ 150□

床
金鏝仕上げ
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100

管理棟：基礎伏図・基礎断面図

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

A- 12

S=1:20



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

S=1:20

A- 13
管理棟：梁伏図・部材リスト
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

A- 14
管理棟：軸組図
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

A- 15
管理棟：鉄骨詳細図

S=1:20

B1
C-100*50*20*2.3

矩 計 図  S = 1 / 2 0
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

トイレ棟：仕上表・平面図・立面図・断面図・建具表
A- 16
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床室名

内部仕上げ表

下部ピットH1200

D13＠200 ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ

同上

MWC

WWC

スラブコンクリート t=200 化粧ｹｲｶﾙ板 t=6

LGS下地

巾木 壁

P.B　t=12.5

天井 天井高さ廻縁

塩ビ製 2,500

備考

基礎現し

　H300

LGS下地

P.B　t=12.5

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6 ﾄｲﾚﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、手洗い器２台、

同上 同上 同上 2,500

大便器２台、紙巻器２台

ﾄｲﾚﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、手洗い器１台、

床下点検口

ライニングH1300、床下点検口

大便器２台、小便器３台

1,340

1
AD

レバーハンドル、丁番、錠

戸当たり、付属金物一式

アルミ製　片開き戸

アルミ押出し形材

71

2

▽FL ▽FL

2,
00

0

2,
00

7

1,300

730

37
0

アルミ押出し形材
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高所用オペレーター
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20
0
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1
1
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アルミ製　縦すべり出し窓

アルミ押出し形材
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YKKAP ﾌﾚﾐﾝｸﾞJ
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2

3

形　式

仕　上

見込み

硝　子

金　物

備　考

記号・数量

姿　図

上：FW t=6.8/下：アルミパネル FW t=6.8FW t=6.8

（MK)

床下点検口：ステンレス枠モルタル仕上、タラップ：ステンレス製Φ20 @350程度

ピクトサイン(2か所)：アルミプレート　150*150　カッティングシート

雨　　樋 竪樋：塩ビ製 VU75Φ　軒樋：塩ビ製

軒　　天

外　　壁

建　　具

ルーフデッキ裏表し

外部仕上げ表

屋　　根 ルーフデッキ(ハゼ式)　t=0.6　H=90　裏ポリ貼t=4.0　屋根勾配3/100片流れ

窯業系サイディング 縦張り　鉄骨胴縁下地

破 風 板 カラー鋼板　H300

アルミサッシ(硝子：FW6.8㎜)、軽量手動シャッター

備　　考 出入り口前：靴拭きマット(ステンレス製)

アルミ製　高所すべり出し窓 トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板

-

サポートタイプ(Rエッジ)
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00

0
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1
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1

トイレブース

高圧メラミン樹脂化粧板

-

サポートタイプ(Rエッジ)

1
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2
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0
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1,530

TB
WWC2

TB
1

　　求積計算：7.00×3.00 ＝ 21.00



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．
トイレ棟：矩計図

S=1:20
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
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破風板
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外壁

　　　t=16　縦張り
鉄骨胴縁下地

窯業系サイディング 

天井

屋根

屋根勾配3/100片流れ

ルーフデッキ
 (ハゼ式)　t=0.6　H=90
裏ポリ貼t=4.0

床

雨樋

受金物：SUS製　＠1,200

竪　樋：塩ビ製　VP75φ
軒　樋：塩ビ製角樋 W120

軒裏
ルーフデッキ裏表し
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砕石 t=100
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コンクリート増し打ち
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化粧ｹｲｶﾙ板 t=6

建具
アルミサッシ

出入口前

PB t=12.5
LGS下地

化粧ｹｲｶﾙ板 t=6

土間コンクリート　金鏝仕上げ

1,000

3
,
3
9
9
.
8
6

 最高高さ 最高高さ

靴拭きマット(ステンレス製)

スラブコンクリート t=200

スラブコンクリート t=200
 D13＠200 ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ

 D13＠200 ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ

2
0
0

モルタル　t=20

ピット(床・壁)

ピット(床・壁)

2,
0
0
7

4
9
3

防水モルタル塗り　t=30

防水モルタル塗り　t=30

A- 17

MWC



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．
トイレ棟：基礎伏図・基礎断面図

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
S=1:100
S=1:20

A- 18

FG1符　号

基礎リスト　S=1/20

形　状

符　号

形　状

FG2

1
5
0

85

250

165

4
5
0

7
0
0

1
,
1
5
0

 Ｂ.ＰＬ下端

 ＧＬ

4
4
0

1
0

3
0
0

1
0

2
9
0

 ＦＬ

1
5
0

ピット

250

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16　L=320(定着長さ)

2-D13

D13＠200

STR-D13@200

 -D13
 -D10

あばら筋D10＠1000

 ＦＬ

 基礎天端

5
0

 ＧＬ

1
0
0

 ＦＬ

125

モルタル充填

 -D13
 -D10

ピット

515 85

60085

85

170

85

4
4
0

1
0  Ｂ.ＰＬ下端

 ＧＬ

4
5
0

5
0

5
0
0

1
0
0
5
0

1
5
0

115
D10

D13

D13

85

170

85

1
0  Ｂ.ＰＬ下端

D10

D13

STR-D10@200

4
5
0

D13

STR-D10@200

STR-D10@200

 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12　L=240(定着長さ) ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12　L=240(定着長さ)

スタイロフォーム t=25

 -D13
 -D10

 -D13
 -D10

440

250190

D10

D10＠200

擁壁

 ＦＬ

ピット

 ＧＬ

 ＦＬ

擁壁

擁壁

4
1
5

4
2
5

2
5

 ＧＬ

スタイロフォーム t=25

D13

 増打ち天端

5
0

1
0
0

増し打ち

コーキング25㎜

D13

D13

スタイロフォーム t=25

Y2通り増し打ち

FG3

3
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

Y0

Y2

Y1

6
0
0

2,000 2,0001,500 1,500

7,000

X0 X1 X3 X4X2

FG
1

FG
1

下部ピット

FG
3

FG
3

FG2 FG2

靴拭きマット

Ｎ

基礎伏図　　S=1/100

FG1FG1FG1

靴拭きマット

増し打ち

FG1

土
間

コ
ン

ク
リ

ー
ト

立
上
り

H
3
0
0

基礎底で平板載荷試験実施(30kn/ｍ2確認)

下部ピット：釜場(500*500*300)

ライニング部：コンクリート増し打ち

4,500 2,500

2
2
0

1
0
05
0

1
5
0

2
0
0

1
,
9
2
0

7
7
0

1
5
0

1
0
05
0

D13＠200

STR-D13@200

1
,
2
0
0

1
0
0
5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
0
0
5
0

1
,
4
7
0

1
,
5
2
0

D13

2
2
0

1
,
2
0
0

1
,
2
0
0

2
2
0

ピット

D13＠200

STR-D13@200

375

250 125

1
0
05
0

1
5
0

2
0
0

1
,
5
2
0

1
5
0

1
0
05
0

1
,
4
7
0

D10

増し打ち

D10＠200

D13＠200

STR-D13@200

あばら筋D10＠1000

110

3
0
0

▽FL

▽立上り天端

土間コンクリート立上り土間コンクリート立上り

135250

3
0
0

▽立上り天端

▽FL

長辺：D13＠200

長辺：D13＠200

短辺：STR-D16@200

短辺：STR-D16@200



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
S=1:100
S=1:20

A- 19

Ｎ

符　号

形　状

主　材

符　号

形　状

主　材

60 90 40

1
9
0

60 60

C1

6
0

260

40 90 90 40

12
0 6
0

12
0

　　　　　　　(SS400)

部材リスト　S=1/20

□P-100*100*2.3
B.PL-16.0
A.BOLT　2-M16
　　　　L=320(定着長さ)　　　　L=320(定着長さ)

　　　　　　　(SS400)
　　　　　　　(SS400)

BOLT　2-M12PL-4.5
10
0

50

RG1

C-100*50*20*2.3 H-200*100*5.5*8.0

2
0
0

100

4040

8010

2
00

4
0

6
0

4
0 1
40

8
0

3
0

G.PL-6.0　 BOLT 2-M12

5
0

25

7
5

4545

BOLT　2-M12

100

5
0

BOLT　1-M12

C-100*50*20*2.3

PL-4.5

RG4

□P-100*100*2.3
B.PL-16.0　　　　　　　(SS400)

C3

　　　　　　　(SS400)A.BOLT　2-M12
　　　　L=240(定着長さ)

90 60
6
0
6
0

1
0
0

50 45

7
5

BOLT　1-M12PL-4.5
屋根勾配　3/100　片流れ

ルーフデッキ　ハゼ式
t=0.6　H=90

屋　根

裏ポリ貼　t=4

600

9
0

BOLT　1-M12PL-4.5

一般部　胴縁

75

4
5

C-75*45*15*2.3＠455以下

100

5
0

BOLT　1-M12PL-4.5

袖壁部　胴縁

C-100*50*20*2.3＠455以下 Ｒ階梁面：

G.PL-4.5

42
10
9

36
.5

30
.544

G.PL-4.5

HTB 1-M12

羽子板 t=4.5

水平ﾌﾞﾚｰｽM10

M10

58

羽子板 t=6.0

HTB 1-M16

G.PL-6.0

54
14
6

51
.5

40
.5

壁ﾌﾞﾚｰｽM14

1
9
0

M14

R
G
3

C2 C2

C2

Y3

R
G
3

M

M

R
G
3

R
G
3

R
G
3

小 屋 伏 図 　 　 S=1 / 1 0 0

B1

M

M

M

B1

R
G
1

R
G
2

R
G
2

R
G
2

R
G
1

C1

C2

C1
C2 C2 C2

C2C2C26
0
0

Y1

Y2

Y0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

3
,
0
0
0

3/
1
0
0

X2 X4X3X1X0

7,000

1,5001,500 2,0002,000

3,000

1,500 1,500

600

Y0 Y1 Y2

Y3

C3C2C1

RG1

RG4

3/100

X0通 り 　軸 組図 　 　 S=1/100

FG1

FG3

C2

 ＧＬ

 水下軒高

 最高軒高

 Ｂ.ＰＬ下端

3
,
1
1
0

3
,
2
0
0

9
0

7
0
0

4
5
0

2
,
6
6
0

3,000

1,500 1,500

600

Y0 Y1 Y2

Y3

C3C2C1

RG1

RG4

3/100

X4通 り 　軸 組図 　 　 S=1/100

FG3

FG1

C2

 ＧＬ

 最高軒高

 Ｂ.ＰＬ下端

3
,
1
1
0

3
,
2
0
0

9
0

7
0
0

4
5
0

2
,
6
6
0

 水下軒高

RG3

RG3

□P-100*100*2.3
B.PL-16.0
A.BOLT　2-M16
　　　　　　　(SS400)

C2 RG2

H-200*100*5.5*8.0

G.PL-6.0 BOLT　2-M12

RG3

2C-75*45*15*2.3

PL-4.5

M

C-75*45*15*2.3 M10

水平ﾌﾞﾚｰｽ

HTB　1-M12

壁ﾌﾞﾚｰｽ

M14

HTB 1-M16G.PL-6.0

B1

C-100*50*20*2.3

PL-4.5 BOLT　2-M12

水平ブレース　M10

12
0

6040

250

2,000 2,0001,500 1,500

7,000

X0 X1 X3 X4X2

C1 C2 C2 C2 C1

B1

Y0通 り　 軸組 図 　　 S=1/100

FG1

 ＧＬ

 最高軒高

 Ｂ.ＰＬ下端

3
,
2
0
0

7
0
0

2
,
7
5
0

4
5
0

2,000 2,0001,500 1,500

7,000

X0 X1 X3 X4

C2 C2

Y2通 り　 軸組 図 　　 S=1/100

FG1FG1 FG2 FG2

B1

 ＧＬ

 Ｂ.ＰＬ下端

7
0
0

4
5
0

3
,
1
1
0

2
,
6
6
0

 水下軒高

X2

C2C2 C2

…一般部　胴縁
C-75*45*15*2.3＠455以下

…袖壁部　胴縁
C-100*50*20*2.3＠455以下

ブレース

天井吊り下地

(C-75*45*15*2.3)

タイトフレーム溶接箇所

トイレ棟：梁伏図・軸組図・部材リスト



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

A- 20

S=1:20

トイレ棟：鉄骨詳細図

基礎

捨てコンクリート　t=50
砕石 t=100

鉄筋コンクリートベタ基礎

3/100

4
5
0

7
0
0

1
,
1
5
0

 ＧＬ

2
,
7
5
0

3,000 1,500

Y0 Y2 X2 X3

矩 計 図  S = 1 / 2 0

Y2通りX2通り

762.5

3
,
9
0
0

 水下軒高

 Ｂ.ＰＬ下端

2
,
6
6
0

 最高軒高

9
0

B1
C-100*50*20*2.3

RG2
RG2
G.PL-6.0
BOLT　2-M12

H-200*100*5.5*8.0

M
C-75*45*15*2.3

水平ﾌﾞﾚｰｽ
M10

M
C-75*45*15*2.3

RG3
2C-75*45*15*2.3

BOLT　2-M12

RG3
PL-4.5

B.PL-16.0
A.BOLT　2-M16

(SS400)
(SS400)

C2

□P-100*100*2.3
C2

B.PL-16.0
A.BOLT　2-M16

(SS400)
(SS400)

C2

□P-100*100*2.3
C2

B1

BOLT　2-M12
PL-4.5

一般部 B1

BOLT　2-M12
PL-4.5

ｼﾞｮｲﾝﾄ部

B1
C-100*50*20*2.3

B.PL-16.0
A.BOLT　2-M16

(SS400)
(SS400)

C2

□P-100*100*2.3
C2

□P-100*100*2.3
C2

壁ﾌﾞﾚｰｽ

HTB 1-M16
G.PL-6.0

壁ﾌﾞﾚｰｽ
M14

1
,
2
0
0

2
2
0

2
0
0



有
効

開
口

高
サ

軒
高

有効開口部間口 有効開口部間口

▽基礎天端
▽G.L

求積計算：5.26×5.275 ＝ 27.7465

1000

58

1000

58

品番 部　　品　　名 材料（材質）　　単位mm

F12            1.2

F12            2.3

1

F12            1.6

F12         1.2+1.6

F12            1.6

F12         1.2+1.6

F12            3.2

Y10            1.6

Y10            1.6

Y10            1.0

F12         2.0+3.2

F12         2.0+3.2

Y10            1.0

12

13

11

6

7

9

8

10

5

3

4

2

F12            2.3

Y10            0.7

F12            1.6

F12            1.2

ポリエチレンフォーム 4.0 

Y10            0.5

F12            0.7

Y10            0.7

Y10            0.7

Z08            0.5

F12            0.7

アルミニウム合金押出形材

結露軽減材(不燃材)-別売-

F12            2.3

14

15

16

18

17

19

25

20

21

23

22

24

26

F12→溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

Y10→溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

Z08→塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

土台枠

柱前左右

柱前中

柱中左右

柱後左右

柱後中

梁中枠取付金具

桁前

桁後

梁左右

梁中前

梁中後

梁中屋根板

下枠カバー

梁中カバー

母屋中央

母屋中

屋根パネル

壁パネル

妻板左右

鼻隠シ前後

コーナー金具

シャッター(スラット)

シャッターカバー

シャッターレール

車庫（倉庫）

車庫（倉庫）

※ 株式会社稲葉製作所（GRN-3121・52H）同等品

2
0
0

2
,
8
6
0

2
0
0

5,420

80 5,260 80

2
0
0

2
,
11
8

2,
6
1
7
.
5

6
0

2
,
0
8
5

2
,
3
84

5,555

140 5,275 140

5,268

100 2,842 192 1,842 100
48 4848 48

5,260

3,130 2,130

65 3,000 130 2,000 65

5
,
2
7
5

6
5

2
,
5
0
0

1
3
0

2
,
5
00

8
0

平 面 図 　 　 S = 1 / 1 0 0

西 側 　 立 面 図 　 　 S=1/100 南 側  立 面 図 　 　 S=1/10 0 東 側 　 立 面 図 　 　 S=1/100 北 側  立 面 図 　 　 S=1 /100

断 面 詳 細 図 　 　 S=1 / 3 0

Ｎ

　《 床面積 27.74 ㎡ 》
D10

1000

58

▼基礎天端

コーナー金具
柱前左右

ブラケット

シャッターカバー

▼最高の高さ

梁中前

シャッター

桁後

鼻隠し後

梁中後

梁左右前

梁左右後

屋根パネル後
妻板後

妻板前
母屋中

結露軽減材(オプション)

D13

D10@300

土間コンクリート
（勾配1/100）

S:1800/H:2100

壁パネル
柱中左右

コーナー金具

350

752.8629.6629.6633

140 5275

5555

140

636.4 629.6 629.6 734.4

6
0

5
4
0

1
5
0

120

300

2525

内部奥行寸法 5070(基礎部を除く)

1971

屋根パネル前

鼻隠し前

16
7

3
5
0

▼G.L 2
00

600

シャッターレール

母屋中央

2
6
6
0

軒
高

 
2
6
1
7.
5

有
効
開

口
高

さ
 
2
1
1
8

梁
中
下

内
高

 2
0
9
2

内
高

 
22
2
1

2
1
0
0 2
3
84

差し筋D10＠200

D10@200

D13

D10
ﾀﾃﾖｺ共 D10＠200防湿シート

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称
車庫（倉庫）：平面図・立面図・断面詳細図

S=1:30・100
甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

A- 21



柱埋込用穴

基礎天より400になるようコンクリート打

柱埋込用穴（深サ：400mm以上）

組立後現場打コンクリート

アンカーボルト
(7ヶ所)

屋根の外寸

A A'

B'B

D部

C'C

床：コンクリート打設 コテ押え

水
勾

配
1
/
1
00

5,28070 70

100 2,950 2,130 100

（アンカー芯々） （アンカー芯々）

1
3
0

5
,
2
0
4

2
2
1

2
,
5
9
7

2
,
50
7

5
0

4
1

（
ア

ン
カ

ー
芯

々
）

（
ア
ン

カ
ー
芯

々
）

5
0

（
柱
芯

）

5070

120

300

9090

1
2
0

3
0
0

9
0

9
0

5
0

7
0

120

300

90 90

5070

5,280

3,140 2,140

350 450 350

3
5
0

4
5
0

3
5
0 1
3
4

2
1
6

60
0

１ 施工図提出の上係員の承認を得る事

２ 使用材料

コンクリート Ｆｃ21

ＳＤ295Ａ　（Ｄ16以下）鉄筋

鉄筋の継手・定着・端末及び被り等は下記の文献による３

「ＲＣ造配筋指針・同解説」日本建築学会編

「壁構造配筋指針」日本建築学会編

設計許容地耐力４ KN／ｍ2３０

特記事項

施工に当たって支持層付近の地盤を載荷試験にて確認の事

D13

金コテ押え

D10@300

D10
D13

D10@300

防湿シート

D10

300

120

▽G.L

▽F.L

柱前中
墨出シ線

カンザシ

柱前中ベース□450

水糸

▽F.L（GL+50）

※ 基礎天は面取なしとする

5
4
0

1
50

基
礎
天

ヨ
リ

4
0
0

80

▽G.L
▽F.L

柱前左

水糸

カンザシ

水
切

板
1
5

□350

3
5
0

基
礎
天

ヨ
リ

4
0
03
0
0

▽G.L

表面コテ押エ

基礎面ヨリ25

▽G.L

アンカーボルト

出
3
5
～
4
0

柱前左

50

1006

5
0

80
1

□
3
5
0
穴

▽F.L（GL+50）

70 50

M10×160

シャッターレール

※ 柱前部はG.L-基礎天を
200mm以下とする

アジャスターボルト

アンカーボルト

F.L 勾配 1/100

基礎断面 Ａ-Ａ’断面 Ｂ-Ｂ’断面

Ｃ-Ｃ’断面 Ｄ部 入口床面コンクリート仕上断面

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

甲西総合グラウンド管理棟他改築工事

車庫（倉庫）：基礎伏図・基礎詳細図

基礎伏図　S=1:50 基礎詳細図　S=1:20

S=1:20・50
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有効開口部間口

有
効

開
口

部
高

サ

品番 部　　品　　名 材料 (材質) 板厚(mm)

1 土台取付板 SGMH400 K27 2.3

2 土台 SGC400 F12 1.2

3 根太 SGCC    F12 1.2

4 柱 SGC400 F12 1.2

5 床パネル SGCC    F12 1.0

6 桁前 SZAC400 Y10 1.0

7 桁後 SZAC400 Y10 1.0

8 妻板左右 SZAC400 Y10 0.7

9 鼻隠シ前後 SZACC    Y10 0.7

10 屋根パネル SZAC400 Y10 0.5

母屋中 一般型 SGC400 F12 1.2
11

(間口3470mm) 多雪型 SGH400 F12 2.3+1.6

12 壁パネル SGC400 F12 0.6〈0.7〉

13 壁面扉鴨居 SGC400 F12 0.7

14 壁面扉敷居 SGCC    F12 1.0

15 壁面扉枠左右 SGC400 F12 1.0

16 正面パネル SGC400 F12 0.7

17 扉 SGCC    F12 0.8

18 棚板 SECC    E8 0.6

19 アンカープレート SGHC    F12 2.3

SGMH400：溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシウム合金めっき鋼板 (JIS G 3323)

SGC400,SGCC,SGH400,SGHC：溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

SZAC400,SZACC：溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)

SECC：電気亜鉛めっき鋼板(JIS G 3313)

・〈    〉内はH高さを示す。

▽G.L

3,470

55 558X420=3360

1,063 1,231 1,063

2
,
2
1
0

55
5
5

5
X
4
2
0=
2
1
0
0

4
5
0

2,154

1,236

8
0

3,580

55 3,470 55

250

2,390

100 2,210 80

1,000

4
4

250

2
,1
8
5

1
0
0

1
,
7
9
0

5
0

1
,
7
2
3

2
,
0
3
0

2
5
0

1
52

求積計算：3.47×2.21 ＝ 7.6687

※ 株式会社稲葉製作所（FS-3522S）同等品

正  面  図 　 　 S= 1 / 3 0

平  面  図 　 　 S= 1 / 3 0

側  面  図 　 　 S= 1 / 3 0

　《 床面積 7.66 ㎡ 》

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
S=1:30

物置4・5：平面図・立面図
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扉
の

出

扉の幅

扉位置 (2180x80)

扉の位置に合わせた基礎形状として下さい

A'
A

4,155.4

2
0
0

1
2
0

120

!

アンカーボルトは布基礎芯ではありません。

注意

・・・アンカーボルト位置を示す。

屋根の外寸

(a=40,b=85,c=65)
※a,b,cは屋根の出幅です

床下換気口 アンカーボルト
(4ヶ所)

C.B

3,500

50 3,400 50

2
,
24
0

5
0

2
,
14
0

5
0

8
0

7
4
5

7
50

7
4
5

918832832918

870 2,180

a a

b
c

出
35
～

4
0C.B

金コテ押エ

D10@300

D10

D10@300

D13

D13

D10

※ワッシャー1枚
　ナット2個

※アンカーボルト
M10+00D7160以上

(M12でも可)

基礎断面 A-A'断面

基礎天は面取しないで下さい

▽G.L ▽G.L

300

120

54
0

1
50

（200）

2
9
0

1
0
0

70 50

1
0
0

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

甲西総合グラウンド管理棟他改築工事

物置4・5：基礎伏図・基礎詳細図

基 礎 詳 細 図 　S=1:20基 礎 伏 図 　S=1:30

S=1:20・30
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出典資料：ケイコンサルタント提供資料より

基 礎 詳 細 図

特記事項

１ 施工図提出の上係員の承認を得る事

２ 使用材料

コンクリート Ｆｃ21

鉄筋 ＳＤ295Ａ　（Ｄ16以下）

鉄筋の継手・定着・端末及び被り等は下記の文献による３

日本建築学会編 「ＲＣ造配筋指針・同解説」

日本建築学会編 「壁構造配筋指針」

４ 設計許容地耐力 ３０ KN／ｍ2

施工に当たって支持層付近の地盤を載荷試験にて確認の事

移設建物

基礎配筋 ﾀﾃ･ﾖｺ 共 D13＠200

金ｺﾞﾃ仕上げ

基礎配筋 ﾀﾃ･ﾖｺ 共 D13＠200

防湿ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15

（ 基礎伏図 S=1/50 ） （ 基礎断面図 S=1/50 ）

建物 基 礎 寸 法

（ Ｗ　×　Ｄ　）

（W）3,850　×　（D）1,900

（W）2,740　×　（D）2,440

（W）2,280　×　（D）1,943

※ 移設建物（4隅）と基礎を緊結

（ 建物 Ｗ ） （ 建物 Ｗ ）

基礎 Ｗ

基
礎
 
Ｄ

基礎 Ｗ

2
0
0

1
5
0

1
5
0

（
 
建

物
 
Ｄ

 
）

3
5
0

1
5
010
0

5
0

3
00

床下換気口

床下換気口

床
下

換
気

口

床
下

換
気

口

150

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

Ｎｏ．

工事名称

図面名称

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
NO SCALE

グラウンド既設施設 資料（移設建物）
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=N/S

E- 01
電気設備特記仕様書

コンセント

　　特　　　　記　　　　事　　　　項　項　　　目 (3) 設備機材等選定表 (下記以外は監督員の承諾を得ること)　　特　　　　記　　　　事　　　　項工事名 　項　　　目

工 事 用 電 力 本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署 その他の関係機関への諸手続等に3 機 材 の 品 質 設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機関 指　定　メ　ー　カ　ー機　材　名電 気 設 備 仕 様 書
　・水・その他 要する費用は請負者の負担とする。 　・性 能 証 明 ((社) 公共建築協会他) が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。 高圧遮断器類 戸　上 三　菱 エナジー 東　光 富　士 三英社(1) 工事概要
工 事 写 真 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方 (最新版) 建築設備編」による。4 ただし、JIS (日本工業規格) に該当するものであることを示す表示のある機材を使用する場合 受変電、配電盤類1.工事場所

発生材の処理 　1)  引渡しを要するもの ・　無し5 及び あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略することができる。 開閉器2.建物概要
・　有 (　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) 共通仕様書による JIS,JEC,JEM 等の基準に該当するものは その適合品とし 変圧器、コンデンサー 日　立 富　士 東　芝

三　菱

ニチコン

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ

消防法施行令延べ面積
建　物　名　称 構　造 備考階　　　　数 　2)  引渡しを要するもの以外 それ以外は国土交通大臣官房官庁営繕部監修の、建築材料設備機材等2 別表第一(m ) 発電機、装置類 明電舎 西　芝 三　菱ヤンマー 東京電機

・　本工事とする。構外搬出とし、搬出及びその処理は ・　別途工事とする。 品質性能評価事業設備機材等評価名簿 (最新版) による。
照明器具類 東　芝ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 岩　崎

　3) 特別管理産業廃棄物 ・　無し 但し、製作盤等は、評価名簿以外に山梨県特定盤メーカーとする。(改修含)
電話機器類 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 岩　通 N E C 東　芝 N T T

・　有 ( PCB 使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　) そ の 他 ・　機材メーカーに拠る施工要領で禁止事項及び注意義務は施工者の責任施工とする。28
電気時計・表示機器類 シチズン セイコー ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 キャノン

PCB 使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。 ・　ケ－ブル配線等、防火区画貫通個所は、耐火処置を施すこと。
拡声、視聴覚機器 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ T O A JVCｹﾝｳｯﾄﾞ 東　芝

　4) 再利用又は再資源化を図るもの ・　無し ・　屋外 (多湿所) に使用するプルボックス、支持金物及びビス類はステンレス製とすること。
インターホン機器 アイホン ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ケアコム 東　芝

・　有 (現場監督職員の指示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ) ・　波付硬質ポリエチレン管 (FEP) は難燃性製品を使用すること。
誘導支援・呼び出し機器 アイホン ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ ケアコム 東　芝

(注記：延べ面積は建築基準法による表記) ・　現場説明書による。 ・　波付硬質ポリエチレン管より建物、盤及び露出立上がり箇所は、異種管接続材を使用し
テレビ共聴機器 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ D X 東　芝 八　木 日アン マスプロ

残 土 処 理 ・　埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。6 　　厚鋼電線管等にて施工すること。(耐震処置例による)
3．工　事　種　目 (○印のついたものを適用する) 監視カメラ機器類 日　立 T O A ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ JVCｹﾝｳｯﾄﾞ 三　菱 池上通信機

・　現場説明書による。 ・　場外搬出処分とする。 ・　屋外より地下ピットへの配管飛込み部分は、つば付スリーブ、防水用止水材を使用し
建物別及び屋外 工　　　　　事　　　　　種　　　　　別 非常警報装置機器 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 沖電気 ホーチキ ニッタン 東　芝電線本数管路など 分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び管径等は7 　　防水処置を行う。
工　事　種　目 備　　考 火災報知機器 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 沖電気 ホーチキ ニッタン 東　芝監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。 ・　地中配管口には、湿気、泥水、小動物及び危険性ガス等が浸入せぬ様、管口止水材

受変電設備
防排煙制御機器 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 沖電気 ホーチキ ニッタン 東　芝また、機械室等の床配線は図面上　PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の 　　(パテ、シール等) を使用すること。

発電設備
ハンドホール類 フジプレ 関　根 杉　江 土　井 日本資材 北関東露出配管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。 ・　建築構造上のエキスパンジョイント箇所は、配線上支障なき様処置すること。幹線設備

ケーブルラック類 ネグロス ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ カナフジ 摂　陽 電　成 日　亜動力設備 使 用 電 線 管 特記なき電線管は、合成樹脂可とう電線管 (PF一重管) とし、ボックス及び附属品等も8 ・　ハンドホ－ル、プルボックス内では、ケ－ブル本数及び、点検等を考慮しケ－ブル支持金物

電灯コンセント設備 樹脂製とする。露出配管はネジナシ電線管 (EP)外部(GP) とする。 避雷設備機器類 東　京 大　阪 ワールド 村　田 ライオン 沖電気　　などを設ける。
電話設備

ただし雨線外の露出部分は、薄鋼電線管 (CP) を使用すること。 ・　ハンドホ－ル、幹線用プルボックス及び、分電盤等要所の電線等には、プラスチック製の ガス漏れ警報機器類 能　美 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 コスモ 矢　崎
拡声設備

予 備 配 管 埋込形の盤類には、予備配管を設ける。［予備回路×3 までは (22) 相当を 1本9 　　名札を取付け、配線サイズ、系統種別、行先、施工年月日及び施工者名を刻印表示する。
テレビ共聴視設備

×4 以上は (22) 相当を 2本とし、予備スペ－ス１に対して (28) 相当を各 1本 ・　断熱施工する外壁面取付の位置ボックスには、結露防止材を使用すること。電気時計設備

天井内まで立ち上げる］ ・　図面に特別指示なくも技術上、構造上、美観上当然必要とみとめられるものはインターホン設備

配線器具類 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ 東　芝 神　保 寺　田 明工社 アメリカン

トイレ呼出設備 10 導 入 線 予備 (空) 配管には、太さ 1.2mm 以上の被覆鉄線を挿入する。 　　請負者負担において、良心的に行うものとする。

電線ケーブル類 JIS ﾏｰｸ表示品、又は JIS ﾏｰｸ表示許可工場

　　　設備情報(LAN) 11 金属製電線管の 下記の露出配管は塗装を行う。(プライマ－処理後、OP 2回塗り指定色仕上)

・　照明器具・ｺﾝｾﾝﾄ等機器機種及び取付位置.高さは,監理者と十分な打ち合わせを行う事。

電線管、付属品類 同　　　　上

監視カメラ設備
塗 装 ・　屋外 (　　　　　　　　　　　　　)　・　屋内 (競技室　　　　　　　　　　　　　)

メーカー建材・製品・電気及び機械設備機器類の施工については、工事標準仕様書によるほか機器類の施工29

自動火災報知設備
12 産廃物の適正処理 施工に際して発生する建設副産物は、関係法令に従って適切に処理すること。

メーカー仕様書に基づき責任施工とし、メーカー立会いのもと施工状況を確認し、完成届けを

機械警備配管設備
13 寸 法・形 状 本設計図のうち、機器姿図等に記入の寸法・形状は参考とする。

(4) 工事区分表 (○印付が適用を示す)

監理者に提出する事。

14 盤 類 の 鍵 盤類の鍵は、基本的に 200番とし、使い分けが必要な場合は 550番と併用する。

完成届受理後、監理者は検査を行なうが、メーカー建材・製品・設備機器類、施工の瑕疵に

他工事との取り合い (工事内容) 電 気 機 械 建 築 別 途 備　　　　考

15 電磁開閉器用 遠方操作用押ボタンは、連用形とする。

ついては、監理者は責任を負わない事とする。

17 スイッチ ・　タンブラ JIS 連用大角形 ・　ネーム付 (印刷文字)　　　 ・　ワイド形

電力会社の引込工事負担金

18 図面に特記なき場合は、コンセント 2P15A (接地極付) は、プラグ不要とする。

電話・有線・CATV等の加入金

19 フロアコンセント ・　プラグ収納形　　　 ・　アップ形　　　・　上下動形

構内配電線路

20 プレートの材質 フラッシプレート　　 ・　金属製　　　　・　樹脂製

構内通信線路

配管、配線用の梁 補 強

フロアプレート　　　 ・　砲金製　　　　・　アルミ合金製21 ローテンション

壁等構造体貫通部の スリーブ仮枠

アウトレット ・　ＯＡ対応形 (大口) ・　片口形　　　　・　両口形

22 保安器用接地 ・　本工事 ・　別 途

埋込形分電盤 補 強

(2) 工事仕様

23 接地極埋設標 屋外灯を除く接地極埋設個所には接地極埋設標 (金属製・国土交通省形) を取付けること。

プールボックス類の 仮 枠

1.共通仕様

24 地中線の埋設標 構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。 (1) 図面及び特記仕様に記載されてない事項は、全て下記による。

埋込照明具.弱電機器天井下地開口及び補強

・　鉄製 (　　箇所)　　 ・　コンクリート製 (　　箇所)　1) 国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書　 　(電気設備工事編・最新版)」

25 施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。
　　　　　　　　　　　　　　　 　　「公共建築改修工事標準仕様書 (電気設備工事編・最新版)」

26 環境対策型製品 電線ケーブル類は、環境対策型「エコマテリアル」(EM) 製品を使用する。
　　　　　　　　　　　　　　 　及び「公共建築設備工事標準図　 　(電気設備工事編・最新版)」

屋内,室外に設置する 屋 内,屋上

(線ケーブル類) 但し、既製品のない種類の物は監督職員の承諾を得ること。

機 器 類の基 礎 屋 外

(2) 機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの

　　　工事仕様書を適用する。

キュ－ビクル・発電機廻りのフェンス

　　　尚、機械設備工事の工事仕様書及び建築工事の工事仕様書は、各々電気設備工事に準ずる。

壁、床、天井に設ける点検口

5．凡　例
2.工事範囲

別途機器等への接続（直接接続するもの）

図中特記なきシンボル等は JIS-C-0303-00 に準拠。(細目は、平面図等による)　　　設計図書、現場説明及び工事契約書による。

自動扉及び電動ｼｬｯﾀｰ等の 2次側配線

誘導標識・消火器

3.提出書類

　　　現場説明書、工事契約書及び監督員の指示するもの。(○印の付いたものを適用する)

ガス漏れ警報器

○工程表 ○施工計画書 ○設備機材等選定表 ○機器類製作図 ○施工図面

電話機器及び配線

○工程写真　 ○完成写真　 ○試験成績書 ○機器類完成図 ○完成図面
取 付 高 さ

壁付,壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。
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○保証書類 ○取扱説明書　 ○届出書類の控え ○機器材納品書 ○工事日報

給湯器ﾘﾓｺﾝ配管配線

取付高さ(mm)名　　　　称 測　　点

ブラケット (一般) 床上～中心 2,100

各槽類の電極 (含む、保持器)

　　〃　　 (踊場) 　　〃　　 2,500

4.特記仕様

　　〃　　 (鏡上) 鏡上～中心 150

 (1) 項目は番号に○印の付いたものを適用する。

同上電極等の長さ又は設定位置指示

避難口誘導灯 床上～下端 1,500以上

 (2) 特記事項において選択する内容の事項は、○印の付いたものを適用する。

廊下通路誘導灯 床上～上端 1,000以下

空調機等の内外ユニット間配線

 (3) その他細部については、監督員の指示による。

スイッチ　(一般) 床上～中心 1,300

　　〃　　(身体障害者用) 〃 1,100

　　特　　　　記　　　　事　　　　項　項　　　目

コンセント､電話ｱｳﾄﾚｯﾄ､直列ﾕﾆｯﾄ 〃 300

同上リモコン機器設置

　　〃　　(和室) 〃 150

1 グリーン購入法 グリーン購入法に該当する品目は、その判断基準よる仕様を満足すること。

コンセント(車庫) 〃 800

テレビ受像機用天吊りハンガー

子時計、スピーカ 〃 (天井高) * 0.9

本工事に使用する設備機材等は、設計図書 (「設備機材等選定表」を含む) に規定するもの又は2 機　材　等

アッテネータ 〃 1,300

これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

出退表示盤 (表示灯) 〃 (天井高) * 0.8

化学物質を発散する建築材料等はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

発 信 器　 (出退表示用) 〃 1,300

インターホン 〃 1,500

発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

身体障害者用インターホン子機 〃 1,100

ユニットバス内照明器具

尚、ホルムアルデヒドを発散しないものとは JIS及び JASの F☆☆☆☆表示建築材料を、ホルム

呼出ボタン (身体障害者用) 〃 900

アルデヒドの発散が極めて少ないものとは JIS 及び JASのF☆☆☆表示建築材料を云い、原則と

同上電源及びスイッチ配線

復帰ボタン (　　　〃　　) 〃 1,800

するが、該当する材料等がない場合は、して F☆☆☆☆表示建築材料を使用するものと

廊下表示灯 (　　　〃　　) 〃 2,000

ミニキッチンの照明器具及びスイッチ

使用するものとする。F☆☆☆ 表示建築材料を

換　気　扇

備考：(天井高) * 0.9　及び (天井高) * 0.8　は大凡天井高が

　　　2,500～3,000mm の場合に適用する。

同上電源及びスイッチ配線
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新築

同上空調リモコン用配線

山梨県南アルプス市宮沢288-3

空調用リモコン配線設備

・　改修工事にあたり事前に現地調査を綿密に行い、施工上の支障なき事。

・　内訳書は参考数量とし、現地調査の上必要と思われる物は全て、工事範囲内に含ものとする。

改修 増築 撤去

・　ワイド形

幅木高さ考慮

・　撤去工事にあたり図面記入なくとも不必要な配線は撤去する。

・　既設配管,配線を使用する部分で不具合が生じるものは,図示なくもその改善を行う事。

・　防火区画貫通等部分は,国土交通省大臣認定工法とする。

・　引込み取付け点は、電力会社、NTT,CATV 等関係担当員と協議の上決定する。

日　東

機械警備,配線,機器,調整

情報(LAN),機器,設定調整

情報(LAN),配管配線,端末取付,ｹｰﾌﾞﾙ試験

位置.ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ類16 ・　鋼製　　　 ・　樹脂製

共用設備.ｲﾝﾀｰﾎﾝ.電気温水器電源

富　士 ﾃﾝﾊﾟｰﾙ

三菱

舞台照明電源盤.装置盤

日　立

日　立

管理棟

舞台照明装置配管設備

・　別途舞台照明.装置工事業者と綿密に打合せを行い施工上支障なき事。

・　競技室天井配管.P.BOX露出部分は塗装を施す事。

・　既設HH内ｹｰﾌﾞﾙ接続,防水性能はIPX8相当とする事。
弱電設備

ﾃﾚﾋﾞ.電話.ｲﾝﾀｰﾎﾝ.ｶﾞｽ漏.火災警報器

日　東 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｶﾜﾑﾗ

・　基本ｺﾝｸﾘｰﾄ内配管は再使用とするが,延焼により入線不可能な場合は,GL内ｹｰﾌﾞﾙ敷設する事。

・　撤去品の搬出,廃棄処分一式は,建築工事とする。

59.0

ﾄｲﾚ棟 21.0

車庫(倉庫) 27.75

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ

内　外

・　引込開閉器盤一次側の配管配線は別途工事とする。

甲 西 市 民 総 合 グ ラ ウ ン ド 管 理 棟 他 改 築 工 事
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=N:S

分電盤結線図
E- 02

○ED5.5□

1φ3W200/100V

　

　

電灯盤(L-1)

鋼板製・露出形
ELB3P50/30A

　

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

HWCｺﾝｾﾝﾄ

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

EM-CE8□-3C

車庫(倉庫)ｺﾝｾﾝﾄ

MWCｺﾝｾﾝﾄ

ﾌﾞﾛｱｰﾎﾟﾝﾌﾟ.放流ﾎﾟﾝﾌﾟ外部ｺﾝｾﾝﾄ

外部ｺﾝｾﾝﾄ

分 岐 開 閉 器

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
ＢNS付

Ｍ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｂ

NS付

ＡＦ R-RyＡＴ 負 荷 名 称 負 荷 容 量

ｽｲｯﾁ方式

制御制御

操作操作

単 位 装 置

備 考 二 次 側 配 線盤 名 称 幹線サイズ 結 線 図
1φ 1φ 3φ
100V 200V 200V

回路 №

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０

管理室.倉庫ｺﾝｾﾝﾄ

管理室.倉庫.HWC.WWC.MWC.外部照明

３０ ２０

３０ ２０２Ｐ

２Ｐ

３０ ２０

３０ ２０２Ｐ

２Ｐ

予備

鍵付

(標準品)

ＳＰ

ＳＰ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ＳＰ

ＳＰ

WWCｺﾝｾﾝﾄ

HWCｺﾝｾﾝﾄ

336

400

212

1260

505

186

510

200

243

**

**

**

**

**

○ED5.5□

1φ3W200/100V

　

　

電灯盤(L-2)

鋼板製・露出形
ELB3P50/30A

　

３０ ２０２Ｐ

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

EM-CE8□-3C

配管ﾋｰﾀｰ外部ｺﾝｾﾝﾄ

２Ｐ

２Ｐ

２Ｐ

３０ ２０

３０ ２０

３０ ２０ WWC.MWC.外部照明

予備

鍵付

(標準品)

ＳＰ

ＳＰ

1

2

3

4

5

6

WWCｺﾝｾﾝﾄ

MWCｺﾝｾﾝﾄ

165

212

242

510

300

ﾌﾞﾛｱｰﾎﾟﾝﾌﾟ.放流ﾎﾟﾝﾌﾟ外部ｺﾝｾﾝﾄ

管理棟

トイレ棟

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=N:S

照明器具姿図
E- 03

器具光束4000lm

LRS6-4-23

LED16.3W下面開放埋込型　HF32W形相当A B C D E FLED7.1W ﾌﾞﾗｹｯﾄ(60形電球相当)

LRS1-08

LED7W ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(100形相当)LED25W富士形　FLR40形相当

LSS9-4-37

器具光束2500lm 器具光束1045lm 器具光束1675lm

LRS1-13

LED11.6W ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ(150形相当)

器具光束540lm

LED20.6W反射笠付型　HF32W形相当

器具光束3200lm

管理室 倉庫 HWCMWC．WWC 外部 車庫(倉庫）

注記
※ﾗﾝﾌﾟ色温度は打ち合わせによる。

一般ﾀｲﾌﾟ､4000lmﾀｲﾌﾟ
消費電力25W､定格出力型､電圧100～242V
本体:鋼板(白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
光源寿命40000時間(光束維持率85%)
昼白色(5000K)､Ra83
電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

一般ﾀｲﾌﾟ､2500lmﾀｲﾌﾟ
消費電力16.3W､定格出力型､電圧100～242V
本体:亜鉛鋼板
反射板:鋼板(高反射白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
光源寿命40000時間(光束維持率85%)
昼白色(5000K)､Ra83､電源装置はﾗｲﾄﾊﾞｰ側に内蔵

LED内蔵<ﾜﾝｺｱ(ひと粒)ﾀｲﾌﾟ>､電源ﾕﾆｯﾄ内蔵､一般光色ﾀｲﾌﾟ
5000K､Ra85､拡散ﾀｲﾌﾟ
光源遮光角15度､光源寿命40000時間(光束維持率85%)
器具光束:1045lm､消費電力:7W､電圧:100-242V
反射板(上部):ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(ﾎﾜｲﾄ)
反射板(下部):鋼板(ﾎﾜｲﾄつや消し仕上)
枠:鋼板(ﾎﾜｲﾄつや消し仕上)､埋込穴φ150

LED内蔵<ﾜﾝｺｱ(ひと粒)ﾀｲﾌﾟ>､電源ﾕﾆｯﾄ内蔵､一般光色ﾀｲﾌﾟ
5000K､Ra85､拡散ﾀｲﾌﾟ
光源遮光角15度､光源寿命40000時間(光束維持率85%)
器具光束:1695lm､消費電力:11.6W､電圧:100-242V
反射板(上部):ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(ﾎﾜｲﾄ)
反射板(下部):鋼板(ﾎﾜｲﾄつや消し仕上)
枠:鋼板(ﾎﾜｲﾄつや消し仕上)､埋込穴φ150

昼白色(5000K)､Ra83
器具光束540lm､消費電力7.1W､電圧100V
壁直付型､防雨型､明るさｾﾝｻ付
拡散ﾀｲﾌﾟ､ﾂﾏﾐﾈｼﾞ方式､点灯照度調整機能付
ｶﾊﾞｰ:ｱｸﾘﾙ(乳白)
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ(ﾎﾜｲﾄ)
参考:LGWC81290LE1

一般ﾀｲﾌﾟ､3200lmﾀｲﾌﾟ
消費電力20.6W､定格出力型､電圧100～242V
本体:鋼板(白色粉体塗装)
ﾗｲﾄﾊﾞｰ(ｶﾊﾞｰ):ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ(乳白)
光源寿命40000時間(光束維持率85%)
昼白色(5000K)､Ra83
参考:XLX430KENPLE9

人の動きでON.OFFまたは周囲の明るさでON.OFF(切替)

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100
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0
0
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0
0
0
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0
0
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Y1

Y2

Y3
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0
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0
0 ２

段
棚

２
段
棚

カウンター

MWC HWC
WWC

倉庫

管理室

24ｈ

2,000 2,000 1,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

17,000

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

1
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0
0
0
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0
0
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0
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0
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8,0009,000

2,5002,5004,000 3,0005,000

トイレ（床面積 27.0㎡）

平 面 図 　 　 S= 1 / 1 0 0
　《 床面積 59.00 ㎡ 》

Ｎ

電灯コンセント設備　管理棟：平面図
E- 04

1
,
0
0
0

2
,
0
0
03
,
0
0
0

1
,
0
0
0

Y1

Y2

Y3

6
0
0

3
/
1
0
0 ２

段
棚

２
段
棚

ｶｳﾝﾀｰ

高所外倒し窓

MWC

HWC

WWC

倉庫

管理室

2,000 2,000 1,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

17,000

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

1
,
0
0
0
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,
0
0
0
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0
0

4
,
0
0
0

Y0

Y1

Y2

Y3

6
0
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8,0009,000

2,5002,5004,000 3,0005,000

トイレ（床面積 27.0㎡）

Ｎ

P.BOX200*200*100SUS.ET.WP

S3

S1 S1

S2

S1S2

A

A

B

S1

1

L(24)

B

C

C

C

C
C

D D
C

C

C

C

L-1

L-1

Ｂ

WP
WP
WP

ﾌﾞﾛｱｰﾎﾟﾝﾌﾟ
放流ﾎﾟﾝﾌﾟ
放流ﾎﾟﾝﾌﾟ

C C

2E 2E

ET
ET

ET ET
2ET ET

2E

2E 2E

2E

1φ3W100/200V CE8□-3CE5.5□ 車庫へ

CE3.5□-3C（FEP30/G28LT)車庫電源

1φ3W100/200V 屋外用引込開閉器盤(標準品)MCCB3P50/30A×1
※以降1次側電源.電源接続＝別途工事

ED

CE3.5□-3C 車庫電源

2

3

4
56

7

8

9

E

E

E
AE

AE

9

IE5.5□(HIVE16)

※1φ3W100/200V1次側電源＝別途工事

1:壁内配線はPF管にて保護の事。
2:非常用押釦は,使用時方法を表示する事。

注記

EM-EEF1.6-2C

記入無き配管配線及び機器は下記による・機器凡例

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF2.0-3C

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1.ET(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2E.ET(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

2E

ET

2ET

接地線含

接地線含

AE
EM-AE0.9-3C 天井内

保護管(PF16)

保護管(PF22)

保護管(PF22)

保護管(PF22)

保護管(PF22)

保護管(PF16)

電灯分電盤 L-1　

HWC警報盤.MCB2P15A×1.WR2801×1.鋼板製露出鍵付箱入

照明器具

照明器具

照明器具

姿図参照

姿図参照

姿図参照

S1

S2

S3

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ親器

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ(換気消遅機能付)

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ子器(換気連動用)

WP 防水ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2ET.LK

C 埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2E(鍵付金製防滴ﾌﾟﾚｰﾄ)

埋込防沫形ﾌﾟﾙｽｲｯﾁ付押釦(非常用押釦ON保持形)

警報ﾗﾝﾌﾟ付ﾌﾞｻﾞｰ(防雨形)

1P*1+1PL(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)L(24)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

参考:WS6677

参考:WA5524
P.BOX200*200*100SS.ET

P.BOX200*200*100SS.ET

天井

天井

天井

天井

天井

天井

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

管理室・倉庫（床面積 32.0㎡）

管理室・倉庫（床面積 32.0㎡）



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100

E- 05
電灯コンセント設備　トイレ棟：平面図

3
/
1
0
0

MWC WWC

平 面 図 　 　 S= 1 / 1 0 0

3
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

Y0

Y2

Y1

6
0
0

3
0
0

2,000 2,0001,500 1,500

7,000

X0 X1 X3 X4X2

4,500 2,500

7,000

Ｎ

　《 床面積 21.00 ㎡ 》

3/
1
0
0

MWC

WWC

3
,
0
0
0

1
,
5
0
0

1
,
5
0
0

Y0

Y2

Y1

6
0
0

3
0
0

2,000 2,0001,500 1,500

7,000

X0 X1 X3 X4X2

4,500 2,500

7,000

　《 床面積 21.00 ㎡ 》

Ｂ

S2S1

S1

S2

L-2

WP
WP

ﾌﾞﾛｱｰﾎﾟﾝﾌﾟ
放流ﾎﾟﾝﾌﾟ

WP 放流ﾎﾟﾝﾌﾟ

WP 配管ﾋｰﾀｰ

L-2

2E

2E

ET ET
ET

ET

IE5.5□(HIVE16)

E

C

CC

C

C C

C C

C

C

1

2

3
4

5

ED

※1φ3W100/200V1次側電源＝別途工事

1φ3W100/200V 屋外用引込開閉器盤(標準品)MCCB3P50/30A×1
※以降1次側電源.電源接続＝別途工事

1φ3W100/200V CE8□-3CE5.5□

注記

EM-EEF1.6-2C

記入無き配管配線及び機器は下記による・機器凡例

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C×2

EM-EEF2.0-3C

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1.ET(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

2E

ET

接地線含

接地線含

保護管(PF16)

保護管(PF22)

保護管(PF22)

保護管(PF22)

保護管(PF22)

電灯分電盤 L-2

照明器具

照明器具

姿図参照

姿図参照

S1

S2

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ親器

熱線ｾﾝｻ付自動ｽｲｯﾁ子器(換気連動用)

WP 防水ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2ET.LK

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×1(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)

1:壁内配線はPF管にて保護の事。

天井

天井

天井

天井

天井

P.BOX200*200*100SS.ET

P.BOX200*200*100SS.ET

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

S=1:100

E- 06

平 面 図 　 　 S = 1 / 1 0 0
　《 床面積 27.75 ㎡ 》

Ｎ

5,268

100 2,842 192 1,842 100
48 4848 48

有効開口部間口 有効開口部間口

車庫（倉庫）

5,260

3,130 2,130

65 3,000 130 2,000 65

5
,
2
7
5

6
5

2
,
5
0
0

1
3
0

2
,
5
00

8
0

電灯コンセント設備　車庫（倉庫）：平面図

保護管(E25)

管理室へ

2E

F

2E

F

P.BOX200*200*100SUS.ET.WP

EM-IE2.0×2E2.0

記入無き配管配線及び機器は下記による・機器凡例

埋込ｺﾝｾﾝﾄ2P15A×2(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ)2E

(E19)

照明器具 姿図参照

埋込ｽｲｯﾁ1P*1(新金製ﾌﾟﾚｰﾄ 露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ

EM-IE2.0×2E2.0 (PF16/E19)

露出

ｲﾝﾍﾟｲ

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

一 般 事 項

工 事 項 目

工 事 範 囲

工 事 場 所

建 物 概 要

工 事 名 称

提出を行うこと。

４．本工事に於いて、契約後速やかコリンズ登録を行うこと。またＣＲＥＤＡＳ（最新版）を用いての再資源利用計画・実施書の

施工図等を提出し係員の承諾を得ること。

３．本設計図は工事概要を示すものであるから、請負者は十分なる理解の上、工事着工に先立ち工程表、施工計画書、材料承諾願図、

係員と協議の上誠実に施工するものとする。　但し、その費用は請負者の負担とする。

２．本工事に於いて、図面・本仕様書に疑義が生じた場合やそれに明記なき場合でも、技術上・維持管理上当然必要なものは、

・同標準図最新版）に基づき、諸官庁関係法規に準拠して施工する。

　

５．本工事に伴う関係諸官庁等への申請及び手続きは遅滞なく行うこと。ただし、その費用は請負者の負担とする。

設計図書・工事契約書に依る。

１．本工事は全て、図面・本仕様書及び標準仕様書（国土交通大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）

６．本工事請負者は工期内に工事を完成させ、同時に完成書類一式を提出し、検査を受けなければならない。

７．本工事請負者は工事完成引き渡し後でも施工方法、器具類の不良等に起因する事故に対しては責任を持って修復しなければならない。

ＲＣ造　　延面積　　㎡

　　○　排　水　設備工事

○　衛生器具　設備工事

特　　記　　仕　　様　　書　　

メーカーリスト 配管、継手類　　　　　　　　　ＪＩＳ及びＪＷＷＡ規格メーカー

弁　類　　

衛生器具類

　　十分確認の上、遅滞なく監督員に提出するものとする。

また提出した「下請施工体系図」の内容に変更が生じた場合は、その都度変更するものとし、遅滞なく監督員に提出すること。

尚、提出は打合せ簿によるものとする。

　　金額・工種の如何にかかわらず、末端の下請負者まで反映させた「下請施工体系図」を作成し、遺漏・誤謬が無いよう記載内容を

保温塗装防食仕様 ○　給水管　　　　　　　　　　　　　　　いんぺい部　　ポリスチレンフォーム保温筒（２０ｍｍ厚）＋粘着テープ＋アルミガラスクロス

凡 　 例 給　水　管 硬質塩ビライニング鋼管　　　　ＶＢ

山梨県南アルプス市宮沢428

工 事 概 要

優 先 順 位

○　給　水　設備工事

１．法令・政令・規則等の定め及び指導

２．特記仕様書

３．設計図書

４．国土交通大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）　最新版

１．給　　水　設備工事

管理棟

２．排　　水　設備工事

３．衛生器具　設備工事

５．換　気　　設備工事

４．浄化槽　　設備工事

１．給　　水　設備工事

２．排　　水　設備工事

３．衛生器具　設備工事

５．換　気　　設備工事

４．浄化槽　　設備工事

トイレ棟

　　本工事は、グランド側から供給される給水（土木工事）よりトイレの必要か所に、給水を供給する。

　　本工事は、トイレに有る各器具の排水を屋外に設置した合併処理浄化槽に接続する。

器具表に表記した衛生器具を取り付ける。

○　浄化槽　設備工事

　　本工事は、屋外に小型合併浄化槽（管理棟7人槽、トイレ棟5人槽）を重耐仕様で設置する。

○　換　気　設備工事

　　本工事は、管理室、トイレに換気扇を取り付ける。

ピット内　　　ポリスチレンフォーム保温筒（２０ｍｍ厚）＋粘着テープ＋ポリエチレンフィルム

＋着色アルミガラスクロス

５．床上掃除口はツバ付化粧型ＶＰ用とする。

６．衛生器具陶器の色は標準色同等価格とし、係員と協議の上決定する。

７．衛生器具廻りの排水管は、硬質塩化ビニル管を使用すること。

８．施工に当たっては、既存の調査を十分行い現況に合わせて施工を行う事。

９．「山梨県暴力団排除条例の施工に伴う、公共工事からの暴力団排除」を目的として、受注者は下請負者を用いる場合には、

特 記 事 項 １．主要な弁類には、使用用途を記したプラスッチックの用途札を取付けること。弁類の前後等適当な箇所にフランジ継手又は

２．給水等に使用する器具・バルブ類は鉛レス対策品とし、鋼管への接続はコア付とすること。

    ユニオンを挿入し、取外しを容易にすること。　また、水栓接続は座付継手とする。

   但し、屋外及び屋内埋設に使用する支持金物類はステンレス製を使用すること。

３．配管に使用するボルトナット及びフランジアングル類は亜鉛メッキ以上の物を使用すること。

　　アンカ－ボルト等を使用すること。

　４．配管の耐震施工は、国土交通省施工指針等により実施すること。また設置機器類は耐震計算書を提出し、それに適合する

上記及びそれ以外のものについても、材料承諾願図による係員の承諾を要す。

換 気 扇　　　　　　　　　　　三菱電機　　　　　パナソニック　　　　

　　　　　　　　　　　　　　キッツ　　　　　　　東洋バルブ　　　　　日邦バルブ　　　　　

合併浄化槽

ＴＯＴＯ　　　　　　ＬＩＸＩＬ

排　水　管

通　気　管

硬質塩化ビニール管　　　　　　ＶＰ

硬質塩化ビニール管　　　　　　ＶＰ

N.S

M- 01

フジクリーン　　　　アムズ　　　　　　　山梨日化サービス

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

機械設備特記仕様書
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軟式野球場

　社会人

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

側溝へ放流

放流ﾎﾟﾝﾌﾟ付(重耐仕様)

合併処理浄化槽7人槽

ﾌﾞﾛｱｰﾎﾟﾝﾌﾟ

40

②

NO 記 号 深 さ 蓋

②

塩ビ桝 90L 100-150①

汚水桝リスト

備 考

ミカゲ蓋

塩ビ桝 90L 100-150

400

420 防護ハット Tｰ8

桝の深さは設計GLからの参考値とする。

S=1:400

管理棟　衛生設備配置図
M- 02

ｺｱ抜き65φ

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事



承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

　　衛　　生　　器　　具　　表

器具名

合
　
　
　
　
計

屋
　
　
　
外

1洋風大便器

1 1

1

ＴＯＴＯ

参　考　品　番

ＬＩＸＩＬ

CS232B,SH232BA,TCF226,YH702

１　階

Ｍ
　
Ｗ
　
Ｃ

Ｗ
　
Ｗ
　
Ｃ

Ｈ
　
Ｗ
　
Ｃ

2

コンパクトバリアフリートイレパック XPDAALS6122WWW

小便器 UFS900JS

洗面器 L532,TLC11AR

マーブライトカウンター

マーブライトカウンター

化粧鏡 YM4560AE

散水栓 T28UNH13,SUSBOX共

3

3 3

2 24

1 1

1

4 2 2

1 1

名　　称記　号

主　　要　　機　　器　　表　　

相 電圧

設置場所仕　　　　　　様 電　　源 台数 備　考

容量(KW)

ダクト用換気扇 形　式

能　力

1 100EX-1 格子タイプ

その他

付属品 電気式シャッター

ステンレス製ウエザーカバー　　防鳥網　　木枠

3MWC,WWC,HWC

V-1 パイプファン 形　式 1 100

附属品 電気式シャッター

能　力

その他 ステンレス製深形セルフード

6.1 W

150 mm × 80 m3/h　×　10 Pa  

20 cm × 468 m3/h 

11.5 W

角形格子グリル　 1 V-12PS8（三菱）

EX-20EK9-C（三菱）

FY-20EE5/43（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

FY-12PTE9（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

ML55（L=1940）　オニックス

ML55（L=1635）　オニックス

N.S

管理棟　器具表　機器表
M- 03

BC-Z30S,DT-Z350,CF-21ALJ,CF-63HST

PTWC-CC180L1NNW,CW-PC1201-NECK-UR2-TU

U-A51AP

L-2295,LF-E02

MB-600SS（L=1940）

MB-600SS（L=1365）

KF-4560

LF-33-13-CV

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事

管理室



軽量手動シャッター

２
段
棚

２
段
棚

高所外倒し窓
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倉庫

管理室
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6
00

2,000 2,000 1,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

17,000

トイレ（床面積 27.0㎡）

平 面 図 　 　 S = 1 / 5 0

Y3

Y2

Y1

Y0

Y3

Y2

Y1

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Ｎ

カウンター

MWC
WWC

管理室・倉庫（床面積 32.0㎡）

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．
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0
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不凍栓

不凍栓

GV40 COA100 COA100

COA100

COA100(ﾂﾊﾞ無し)

COA100(ﾂﾊﾞ無し)

COA100(ﾂﾊﾞ無し)

①

4
0

ﾄﾞﾙｺﾞ通気

40

以降配置図参照

3
2

1
0
0

※WC内給水立上りは保温仕様とする。

※WC排水ﾄﾗｯﾌﾟ部分保温仕様とする。

管理棟　衛生設備平面図
M- 04

S=1:50
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

甲西総合グラウンド管理棟他改築工事
S=1:20

管理棟　浄化槽設備平面図
M- 05

注５）流入管・放流管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注６）臭突管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注３）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注２）機器電源は単相１００Ｖとする。

注４）浄化槽からブロワまでの距離は５ｍ以内とする。

φ４０以下～ＶＰ・φ５０以上～ＶＵ

メーカー仕様

露出配管（ブロワ廻り） ＶＰ

土中配管

槽内配管

ｍ３有効容量総　容　量

機　器　装　置　仕　様

充填率 ４３％ＰＰまたはＰＥ嫌気ろ床槽ろ材（円筒状）

２．１１７

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

０．４４７

０．８４２

０．１７０

０．４１５

０．２２８

１

２

３

４

５

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ピークカット部

接触ろ床槽

処理水槽

１．４０ｍ３／ｄ

ＣＡ－７型

仕　様　表

７人処理対象人員

設計番号

型式名称

汚水量

流入水質

放流水質 ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　１５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

ｍ３有効容量消毒槽 ０．０１５６

ｍ３有効容量放流ポンプ槽 ０．０２９７

配管仕様

消毒剤

マンホール

パイプ類

槽本体

固形塩素剤

ＦＲＰ

ＰＶＣ、ＰＰまたはＰＥ

充填率 ６１％

充填率 ２１％

接触ろ床槽ろ材（ロール状）

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

接触ろ床槽ろ材（板状）

ブロワ

放流ポンプ

φ１３

φ３０１３０Ｗ

連続運転

自動交互運転

１台

２台

９０Ｌ／ｍｉｎ

８０Ｌ／ｍｉｎ

電線管

排気管

ＰＦＤ３６

放流ポンプ槽配管仕様

ＶＵ５０

注１）放流ポンプ槽の排気管は必ず接続のこと。接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注３）排気管は雨水配管や放流配管、他の汚水配管と絶対に合流接続しないこと。

注２）排気管の放出部は、側溝の最大水位より１００ｍｍ以上（目安）上部に設置のこと。

注４）排気管は途中で水溜りが起こるようなＶ字配管にしないこと。

注５）電線管の両端はシリコンシーラントなどで必ずコーキング処理のこと。

流入管φ１００

１

４

６

汚泥移送管

Ａ

２

５

マンホールφ４５０ 薬剤筒

流入管φ１００

１ ５

４

ＨＷＬ

ＬＷＬ

マンホールφ４５０ マンホールφ４５０

汚泥撹拌装置

２

３

汚泥移送エアリフトポンプ

放流エアリフトポンプ

嫌気ろ床槽　ろ材
（円筒状）

Ｇ．Ｌ

水準目安線

Ｂ 人槽表示位置

送気口φ１３

臭突口φ５０
Ｂ

循環移送管

清掃孔

清掃孔

Ａ

７

排気管φ５０

放流管φ３０

電線管ソケット
ＰＦ管３６用

放流ポンプ

７

マンホールφ４５０

放流管φ３０

ＨＷＬ

ＬＷＬ

ＷＬ

６

ブロワ　平・断面図　１／２０

　一　般　事　項

　コンクリート　　　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ２

　鉄　　　　筋　　　ＳＤ２９５Ａ

　鉄筋かぶり　　　　スラブ　４０

　　　　　　　　　　ベース　６０

　定着及継手　　　　４０ｄ

　開口補強筋　　　　Ｄ１３シングル

　地　　　　業　　　砕石又はＲＣ　４０～０

ＬＷＬ

ＨＷＬ

４ ４

５

接触ろ床槽　ろ材
（ロール状）

接触ろ床槽　ろ材
（板状）

Ｂ－Ｂ断面図　１／２０

散気管

循環エアリフトポンプ

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１５０
主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

Ｇ．Ｌ

Ｄ１０＠２００シングル

端部４－Ｄ１３
（Ｗ＝３００）

ブロワより

Ｄ１３＠２００シングルＤ１０＠２００シングル

Ｇ．ＬＧ．Ｌ

主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

ブロワ

φ１３

Ａ－Ａ断面図　１／２０

平面図　１／２０

Ｇ．Ｌ

※基礎寸法は参考値とする

施工全高放流管底流入管底

施工高さ範囲

　　流入・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１０ｍｍの公差があります。

注）製品全高は、製品規格で＋１０、－２０ｍｍの公差があります。

Ｇ．Ｌ－５２０Ｇ．Ｌ－６２０ ２１３０Ｈ

Ｇ．Ｌ－３２０Ｇ．Ｌ－４２０ １９３０Ｈ

最大寸法

最大寸法

最小寸法

最小寸法（この図面）

ＭＨ 嵩上げ高さ

３００Ｈ

　５０Ｈ

３００Ｈ

１００Ｈ

項　　目

簡易

ボルト

ロック

ロック

２１１０ＨＧ．Ｌ－５００Ｇ．Ｌ－６００

１８６０ＨＧ．Ｌ－２５０Ｇ．Ｌ－３５０

ＦＲＰ（１５００Ｋ）

注１）上部はＴ－６荷重とする。
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平 面 図 　 　 S = 1 / 5 0

Y3

Y2

Y1

Y0

Y3

Y2

Y1

X0 X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9

Ｎ

カウンター

管理室・倉庫（床面積 32.0㎡）

承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

面積(Af)

m3mm2

容積天井高室　名階 判定

回/h

換気回数

換気量/室容積

CMH

設計換気量

換気種別

m3

対策室容積

シックハウス

型番

管理室 12.00 2.5 30.00
１
階

30.00 3 80 2.6

0.3回/h以上

OK P-12PS8

シックハウス換気チェック

EX-1

EX-1 EX-1

V-1

24h用

給気口100φ

S=1:50

管理棟　換気設備平面図
M- 06
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

合併処理浄化槽5人槽

放流ﾎﾟﾝﾌﾟ付(重耐仕様)

ﾌﾞﾛｱｰﾎﾟﾝﾌﾟ

40

②

NO 記 号 深 さ 蓋

②

塩ビ桝 90L 100-150①

汚水桝リスト

備 考

ミカゲ蓋

塩ビ桝 90L 100-150

400

420

桝の深さは設計GLからの参考値とする。

ミカゲ蓋

S=1:400

トイレ棟　衛生設備配置図
M- 07

側溝へ放流 ｺｱ抜き65φ
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

　　衛　　生　　器　　具　　表

器具名

合
　
　
　
　
計

屋
　
　
　
外

洋風大便器

ＴＯＴＯ

参　考　品　番

ＬＩＸＩＬ

CS232B,SH232BA,TCF226,YH702

１　階

Ｍ
　
Ｗ
　
Ｃ

Ｗ
　
Ｗ
　
Ｃ

2

名　　称記　号

主　　要　　機　　器　　表　　

相 電圧

設置場所仕　　　　　　様 電　　源 台数 備　考

容量(KW)

ダクト用換気扇 形　式

能　力

1 100EX-1 格子タイプ

その他

付属品 電気式シャッター

ステンレス製ウエザーカバー　　防鳥網　　木枠

20 cm × 468 m3/h 

11.5 W EX-20EK9-C（三菱）

FY-20EE5/43（ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ）

24

1

小便器 UFS900JS

洗面器 L532,TLC11AR

マーブライトカウンター

マーブライトカウンター

化粧鏡 YM4560AE

散水栓 T28UNH13,SUSBOX共

3 3

2

1 1

1

2

1 1

13

ML55（L=1800）　オニックス

ML55（L=1135）　オニックス

13

2MWC,WWC

N.S

トイレ棟　器具表　機器表
M- 08

BC-Z30S,DT-Z350,CF-21ALJ,CF-63HST

U-A51AP

L-2295,LF-E02

KF-4560

LF-33-13-CV

MB-600SS（L=1800）

MB-600SS（L=1135）

甲西市民総合グラウンド管理棟他改築工事
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．
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COA100(ﾂﾊﾞ無し)COA100(ﾂﾊﾞ無し)

不凍栓

散水栓

不凍栓

GV40

以降配置図参照

ﾄﾞﾙｺﾞ通気弁65

①

EX-1 EX-1

給気口150φ

給気口150φ

立上りSUSﾗｯｷﾝｸﾞ

※WC下部はﾋﾟｯﾄ内配管。

※WC内給水立上りは保温仕様とする。

※WC排水ﾄﾗｯﾌﾟ部分保温仕様とする。

S=1:50

トイレ棟　機械設備平面図
M- 09
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承　認 設　計 担　当 縮　　尺

設計年月日

工事名称

図面名称 Ｎｏ．

注５）流入管・放流管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注６）臭突管工事は別途とする。又接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注３）図中の”Ｇ．Ｌ”は浄化槽位置での仕上げレベルを示す。

注２）機器電源は単相１００Ｖとする。

注４）浄化槽からブロワまでの距離は５ｍ以内とする。

総　容　量 ｍ３有効容量 １．５１３

１

２

３

４

５

６

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

ピークカット部

接触ろ床槽

消毒槽

処理水槽

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

ｍ３

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

有効容量

０．３１７

０．６００

０．１２０

０．２９６

０．１６５

０．０１５

ＣＡ－５型

仕　様　表

５人処理対象人員

設計番号

型式名称

汚水量

流入水質

放流水質

１．００ｍ３／ｄ

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ ＳＳ　１６０ｍｇ／Ｌ

ＳＳ　　１５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　４５ｍｇ／Ｌ

Ｔ－Ｎ　２０ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ

ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ

ｍ３有効容量放流ポンプ槽 ０．０２９７

φ４０以下～ＶＰ・φ５０以上～ＶＵ

メーカー仕様

配管仕様

露出配管（ブロワ廻り） ＶＰ

土中配管

槽内配管

消毒剤

マンホール

パイプ類

固形塩素剤

ＰＶＣ、ＰＰまたはＰＥ

槽本体 ＦＲＰ

接触ろ床槽ろ材（ロール状）

接触ろ床槽ろ材（板状）

嫌気ろ床槽ろ材（円筒状）

機　器　装　置　仕　様

充填率 ４３％

充填率 ６１％

充填率 ２１％ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

ＰＰまたはＰＥ

ブロワ φ１３ 連続運転 １台６０Ｌ／ｍｉｎ

放流ポンプ φ３０１３０Ｗ 自動交互運転 ２台８０Ｌ／ｍｉｎ

電線管

排気管

ＰＦＤ３６

放流ポンプ槽配管仕様

ＶＵ５０

注１）放流ポンプ槽の排気管は必ず接続のこと。接続工事は浄化槽工事範囲外とする。

注３）排気管は雨水配管や放流配管、他の汚水配管と絶対に合流接続しないこと。

注２）排気管の放出部は、側溝の最大水位より１００ｍｍ以上（目安）上部に設置のこと。

注４）排気管は途中で水溜りが起こるようなＶ字配管にしないこと。

注５）電線管の両端はシリコンシーラントなどで必ずコーキング処理のこと。

ブロワ　平・断面図　１／２０

ＬＷＬ

ＨＷＬ

４ ４

５

接触ろ床槽　ろ材
（ロール状）

接触ろ床槽　ろ材
（板状）

Ｂ－Ｂ断面図　１／２０

散気管

循環エアリフトポンプ

ＨＯＯＰ筋　Ｄ１０＠１５０
主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

Ｄ１０＠２００シングル

端部４－Ｄ１３
（Ｗ＝３００）

ブロワより

　一　般　事　項

　コンクリート　　　Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ２

　鉄　　　　筋　　　ＳＤ２９５Ａ

　鉄筋かぶり　　　　スラブ　４０

　　　　　　　　　　ベース　６０

　定着及継手　　　　４０ｄ

　開口補強筋　　　　Ｄ１３シングル

　地　　　　業　　　砕石又はＲＣ　４０～０

Ｇ．ＬＧ．Ｌ

１

６

ＨＷＬ

ＬＷＬ ３

マンホールφ４５０ マンホールφ４５０

４

５

流入管φ１００

汚泥撹拌装置

２

汚泥移送エアリフトポンプ

放流エアリフトポンプ

嫌気ろ床槽　ろ材
（円筒状）

Ｇ．Ｌ

ＷＬ

放流ポンプ

薬剤筒

Ｇ．Ｌ

７

マンホールφ４５０

放流管φ３０

ＨＷＬ

ＬＷＬ

Ｄ１３＠２００シングルＤ１０＠２００シングル

６

Ａ

２１

流入管φ１００
４

５

Ｂ

Ｂ 人槽表示位置水準目安線

汚泥移送管

送気口φ１３臭突口φ５０

清掃孔清掃孔

循環移送管

主筋　　４－Ｄ１３
補強柱　φ２００×４本

Ａ

排気管φ５０

放流管φ３０

電線管ソケット
ＰＦ管３６用

７

平面図　１／２０

φ１３

ブロワ

Ａ－Ａ断面図　１／２０

Ｇ．Ｌ

※基礎寸法は参考値とする

施工全高放流管底流入管底

施工高さ範囲

　　流入・放流管底は、製品規格で製品全高に対し±１０ｍｍの公差があります。

注）製品全高は、製品規格で＋１０、－２０ｍｍの公差があります。

Ｇ．Ｌ－５２０Ｇ．Ｌ－６２０ ２１３０Ｈ

Ｇ．Ｌ－３２０Ｇ．Ｌ－４２０ １９３０Ｈ

最大寸法

最大寸法

最小寸法

最小寸法（この図面）

ＭＨ 嵩上げ高さ

３００Ｈ

　５０Ｈ

３００Ｈ

１００Ｈ

項　　目

簡易

ボルト

ロック

ロック

２１１０ＨＧ．Ｌ－５００Ｇ．Ｌ－６００

１８６０ＨＧ．Ｌ－２５０Ｇ．Ｌ－３５０

ＦＲＰ（１５００Ｋ）

注１）上部はＴ－６荷重とする。
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トイレ棟　浄化槽設備平面図
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